
 

○国民健康保険の加入を忘れていませんか？（P5) 
○知ってて得する！？税金の話（軽自動車税のご案内など）（P10)
○平成 21 年度 御嵩町スポーツ少年団員募集（P12)
○青少年読書感想文全国コンクールで「内閣総理大臣賞」受賞！（P16)
○町長月記（P31)

巻頭：地域づくり活動団体・施設整備団体 募集！
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巻  頭巻  頭

?

ど
の
よ
う
な
活
動
な
ら

　

助
成
が
受
け
ら
れ
る
の

?

 

応
募
の
条
件
は
あ
る
の

?

　

い
く
ら
ぐ
ら
い

　

助
成
が
受
け
ら
れ
る
の

　

町
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
町
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ

れ
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
や
こ
れ
か
ら

始
め
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、

活
動
資
金
の
一
部
を
助
成
す
る
「
地
域
づ

く
り
活
動
助
成
事
業
」
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
施
設

整
備
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
、
必
要

な
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
地
域
づ
く

り
施
設
整
備
助
成
事
業
」
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、「
活
動
助
成
事
業
」
で

11
団
体
、「
施
設
整
備
助
成
事
業
」
で
2
団

体
が
こ
の
助
成
制
度
を
受
け
、
地
域
づ
く

り
や
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
地
域
づ
く
り
活
動
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ソ
フ
ト
事
業
）

　

助
成
が
受
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
活
動

と
は
、「
町
内
を
拠
点
と
し
た
、
創
意
と
工

夫
に
あ
ふ
れ
た
自
主
的
お
よ
び
主
体
的
な

地
域
づ
く
り
活
動
」
を
い
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
に
限
ら
ず
、

そ
の
成
果
が
、
将
来
的
に
は
町
の
発
展
や

地
域
の
人
た
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

①�

自
ら
企
画
し
、
自
主
的
な
活
動
に
取
り

組
む
団
体
で
あ
る
こ
と
（
地
域
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
取
り
組
む
創
意
と
工

夫
に
あ
ふ
れ
る
活
動
、
地
域
の
特
徴
・

特
性
・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
動
な

ど
）

②�

5
人
以
上
の
団
体
で
、
町
内
に
在
住
、

在
学
ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
半
数
以
上

い
る
こ
と

③�

町
内
を
拠
点
と
し
て
お
こ
な
う
活
動
で

あ
る
こ
と

④�

政
治
、
宗
教
、
単
な
る
物
品
販
売
や
営

利
を
目
的
と
し
た
活
動
で
な
い
こ
と

⑤�

ほ
か
の
助
成
制
度
か
ら
同
種
の
助
成
金

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑥�

過
去
に
地
域
づ
く
り
活
動
助
成
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
（
活
動
部
門
で
継
続
し

て
助
成
を
受
け
る
団
体
は
除
く
）

⑦�
会
則
、
規
則
な
ど
を
定
め
て
い
る
、
ま

た
は
公
開
審
査
の

日
ま
で
に
定
め
る

予
定
が
あ
る
こ
と

　

助
成
は
1
団
体
に
つ
き
年
1
回
と
し
、

各
団
体
の
活
動
目
的
に
応
じ
て
、
助
成
の

対
象
と
な
る
経
費
に
占
め
る
割
合
（
助
成

率
）
を
審
査
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
経
費
に
、

助
成
率
を
乗
じ
た
も
の
が
助
成
額
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
活
動
助
成
事
業
に
は
3
つ
の
部

門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
限
金
額
が
あ

り
ま
す
。

《
立
ち
上
げ
部
門
に
対
す
る
助
成
内
容
》

　

こ
れ
か
ら
地
域
づ
く
り
活
動
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
す
で
に
活

動
を
始
め
て
い
る
が
、
活
動
方
法
や
企
画

な
ど
が
ま
だ
模も

さ
く索

状
態
に
あ
る
よ
う
な
活

動
（
団
体
）
に
対
し
て
助
成
を
お
こ
な
い

ま
す
。

◇
助
成
額
…
上
限
10
万
円

◇
助
成
回
数
…
1
回
限
り

【
活
動
の
例
】

　

・
講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会

　

・�

活
動
の
方
向
性
や
内
容
を
具
体
化
す

る
た
め
の
研
究
会
や
勉
強
会

　

・�

見
学
会
や
視
察
な
ど
、
活
動
を
進
め

る
た
め
の
予
備
調
査
や
予
備
活
動

活動団体

施設整備団体

地 域 りくづ

募 集 ！
活動団体

施設整備団体
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次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

住民協働課まちづくり推進係（内線 2103）

《
地
域
づ
く
り
活
動
部
門
に

　
　
　
　
　
　
　

対
す
る
助
成
内
容
》

　

町
内
を
拠
点
と
し
た
、
創
意
と
工
夫
に

あ
ふ
れ
た
地
域
づ
く
り
活
動
（
団
体
）
に

対
し
て
助
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

立
ち
上
げ
部
門
の
助
成
を
受
け
た
団
体

は
、
引
き
続
き
こ
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
助
成
額
…
上
限
20
万
円

◇
助
成
回
数
…
3
回
ま
で

【
活
動
の
例
】

　

・�

福
祉
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
自
然
保
護
な

ど
の
視
点
か
ら
の
地
域
づ
く
り
活
動

　

・�

公
園
や
道
路
な
ど
を
花
い
っ
ぱ
い
に

す
る
活
動

　

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
交
流
活
動

《
備
品
購
入
部
門
に
対
す
る
助
成
内
容
》

　

立
ち
上
げ
部
門
ま
た
は
活
動
部
門
を
申

請
し
た
年
度
の
次
年
度
以
降
に
お
い
て
、

活
動
に
必
要
な
2
万
円
以
上
の
備
品
購
入

に
対
し
て
助
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
助
成
額
…
上
限
10
万
円

◇
助
成
回
数
…
1
回
限
り

◆
地
域
づ
く
り
施
設
整
備　
　
　

　
　
　

助
成
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）

?

ど
の
よ
う
な
活
動
な
ら

　

助
成
が
受
け
ら
れ
る
の

　

助
成
が
受
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
施
設

整
備
事
業
と
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
の
た
め
の
交
流
促
進
に
関
す
る
も
の
」

「
観
光
・
歴
史
文
化
施
設
の
整
備
と
保
全
に

関
す
る
も
の
」「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
町

の
活
性
化
に
関
す
る
も
の
」
な
ど
、
そ
の

事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
町
の
発

展
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
を

い
い
ま
す
。

?
 

応
募
の
条
件
は
あ
る
の

　

次
の
よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

【
団
体
の
条
件
】

①�

町
内
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
活
動
を
お

こ
な
う
こ
と

②�

10
人
以
上
の
団
体
で
、
町
内
に
在
住
、

在
学
ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
半
数
以
上

い
る
こ
と

③�

特
定
の
個
人
や
団
体
の
営
利
を
目
的
と

し
た
も
の
で
な
い
こ
と

④�

政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を
目
的
と
し
な

い
こ
と

⑤�

会
則
、
規
則
な
ど
を
定
め
て
い
る
こ
と

【
事
業
の
条
件
】

①�

団
体
が
自
ら
運
営
し
、
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
施
設
整
備
や
地
域
の

特
徴
・
特
性
・
地
域
資
源
を
活
か
し
た

事
業
で
あ
る
こ
と

②�

施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
団
体
が

お
こ
な
う
も
の
、
ま
た
は
地
域
住
民
の

協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と

③�

事
業
地
の
土
地
、
建
物
な
ど
の
所
有
者

か
ら
、
5
年
以
上
継
続
的
に
使
用
す
る

許
可
を
得
て
い
る
こ
と

④�

地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業
の
み
で
効

用
を
十
分
に
果
た
せ
る
事
業
で
あ
る
こ

と
⑤�

ほ
か
の
助
成
制
度
か
ら
同
種
の
助
成
金

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑥�

会
員
相
互
の
親
睦
や
個
人
の
学
習
活
動
、

趣
味
的
活
動
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な

い
こ
と

?

　

い
く
ら
ぐ
ら
い

　

助
成
が
受
け
ら
れ
る
の

　

団
体
か
ら
申
請
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、

審
査
員
が
審
査
基
準
に
基
づ
い
て
審
査
し
、

助
成
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

◇
助
成
額
…
上
限
５
０
０
万
円

◇ 

助
成
率
…
助
成
対
象
経
費
の
10
分
の
9

以
内

　

※�

た
だ
し
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
審
査
会
の
審
査
結
果
を
踏ふ

ま
え

て
、
こ
の
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

※�

助
成
対
象
経
費
が
50
万
円
以
上
の
事

業
を
対
象
と
し
ま
す
。

◇
助
成
回
数
…
1
事
業
1
回
限
り

◇ 

対
象
経
費
…
工
事
費
お
よ
び
設
計
・
管

理
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

◇ 

対
象
外
経
費
…
次
の
費
用
は
助
成
対
象

外
で
す
。
こ
れ
ら
を
計
上
す
る
場
合
は

自
己
資
金
を
充あ

て
て
く
だ
さ
い
。

① 

事
業
に
か
か
る
資
料
代
、
調
査
費
、
申

請
料
な
ど
の
一
般
事
務
経
費

②�

事
業
地
の
土
地
購
入
費
・
造
成
費
ま
た

は
外
構
工
事
費

③�

家
具
類
、
電
化
製
品
な
ど
の
備
品
（
設

備
工
事
に
含
ま
れ
る
冷
暖
房
機
器
な
ど

を
除
く
）
を
調
達
す
る
経
費

④�

地
域
住
民
な
ど
専
門
家
以
外
が
お
こ
な

う
「
手
作
り
施
工
」
な
ど
の
人
件
費

⑤�

事
業
に
か
か
る
重
機
・
工
具
な
ど
の
購

入
経
費

⑥�

指
定
検
査
機
関
が
お
こ
な
う
建
築
確
認

や
完
了
検
査
の
費
用

⑦�

そ
の
他
、
事
業
の
直
接
的
経
費
と
認
め

が
た
い
経
費

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
応
募
か
ら
助
成

金
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ
を
ご
説
明
し

ま
す
。
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《応募から助成までの流れ》

◇応募するには…
　所定の申請書に記入のうえ、住民協働課へ直接応募してください。その際、活動内容につい
て伺いますので、代表者もしくは内容のわかる人がお越しください。
　●応募期限：4 月 24日（金）
　●応募先：住民協働課まちづくり推進係（4月からは『まちづくり課』が担当課となります）

◇審査について…
　ふるさとづくり検討委員を審査員として、申請書類をもとに書類審査をおこないます。そ
の後、応募団体に活動内容をアピールしていただく公開審査をおこないます。公開審査に出
席されないと助成を受けることはできません。
　●公開審査日程：5 月 24日（日）　
　●公開審査時間：【活動助成】午前 9時〜正午　　【施設整備助成】午後 1時〜
　●公開審査場所：役場北庁舎 3階　大会議室

◇助成額の決定は…
　公開審査での審査員の意見を参考に、助成の可否や助成額を町長が決定し、後日、団体の代
表者へ通知します。

◇活動後は…
　実績報告書の提出（平成 22年 3月）と公開報告会において、活動内容を報告していただき
ます。
　●提出書類：会計報告書（出納簿、領収書の写しの添付）
　　　　　　　活動報告書（活動内容のわかる写真などの添付）など

※活動助成には 3つの部門がありますので、該当部門を確認のうえ、ご応募ください。
※�施設整備により拠点を整備し、活動をおこなう団体については、団体の活動内容について
も報告していただきます。

※�手引きと応募用紙は、役場および 4地区公民館に設置してあります。また、町ホームペー
ジからダウンロードすることもできますので、ご利用ください。

■ 問い合わせ：住民協働課まちづくり推進係　担当：林（内線�2103）
※ 4月からは役場の機構改革に伴い、『まちづくり課』が担当課となります。�

住民協働課まちづくり推進係（内線 2103）

地域づくり活動の
アイディアをお持
ちの人は、気軽に
ご相談ください。
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国民健康保険の

加入を忘れていませんか
　

会
社
を
退
職
し
て
、
社
会
保
険
な
ど
か

ら
脱
退
し
た
人
は
、
忘
れ
ず
に
国
民
健
康

保
険
へ
の
加
入
（
届
出
）
を
す
み
や
か
に

し
ま
し
ょ
う
！

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人

　

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
、

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
、

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
対
象
と
な
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
御
嵩
町
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
御

嵩
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
ま
す
）。

国民健康保険の

加入を忘れていませんか？

国保

◆ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
、

や
め
る
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
や
め

る
と
き
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
住
民
協
働

課
国
保
年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

こんなとき 必要なもの

職場の健康保険などをやめたとき
（職場の健康保険の被扶養者からはず
れたとき）

職場の健康保険をやめた証明書（被
扶養者でない理由の証明書）

ほかの市区町村から転入したとき ほかの市区町村の転出証明書

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳

こんなとき 必要なもの

職場の健康保険などに加入したとき
（職場の健康保険の被扶養者になった
とき）

国民健康保険と職場の健康保険の
両方の保険証

ほかの市区町村へ転出するとき 保険証

死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの

【
主
な
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

○�

お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自
営
業

の
人

○
農
業
や
漁
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

○�

退
職
し
て
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
人

○�

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て

い
て
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
人

○�

外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
1
年
以

上
、
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
外
国
籍
の
人

◆ 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
資
格

を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
税

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
に
か
か
っ
た

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＜国民健康保険に加入するとき必要なもの＞

＜国民健康保険をやめるとき必要なもの＞
■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
協
働
課
国
保
年
金

係　

担
当
：
日
比
野
（
内
線�

２
１
０
９
）

　住民協働課国保年金係（内線 2109)
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　住民協働課国保年金係（内線 2108)

14,660 円
4
月
分

5 月末までに納付

14,660 円
5
月
分

6 月末までに納付

14,660 円
6
月
分

7 月末までに納付

毎月、現金で
納付する場合

14,610 円

50 円割引

14,610 円

50 円割引

14,660 円
4
月
分

★ 5 月末に引落

5
月
分

6
月
分

★ 6 月末に引落

口座振替【早割】
にした場合

（5月分からの例）

保険料を当月末の口座振替【早割】にすると、月々 50 円 （年間 600 円）
の割引になります。

※�原則として、初めて口座振替を申し込まれた人の初回は、前月分（割引なし）と当月分（50円割引）の 2か
月分の保険料を引き落としとさせていただきます。その後は、当月分（50円割引）の 1か月分の引き落とし
となります。
※保険料は平成 21年度の額です。

★ 月末が休日の場合は、翌営業日が引落日となります。

自動引き落としで納め忘
れの心配がありません安心

金融機関などに行く手間
と時間が省けます便利

1 度の手続きでＯＫ
手数料もかかりません簡単

早割・前納を利用すると
割引がありますお得

【申込方法】
○�口座振替申出書（金融機関にあります）に必要な事項を記入・押印（金融機関届出印）し、美濃加茂社会保険
事務所に直接または郵送で申し込みください。また、金融機関窓口に直接提出していただいても結構です。
○�前納の申し込みは、①下期 6か月分（平成 21年 10 月分〜平成 22年 3月分）は今年８月末までに、また、
② 1年度分（平成 22年度分）および上期 6か月分（平成 22年 4月分〜 9月分）は平成 22年２月末までに、
美濃加茂社会保険事務所へ早めに申し込みください。
　※平成 21年度の 1年度分および上期 6か月分（平成 21年 4月分〜 9月分）の申し込みは終了しています。
○�すでに口座振替で前納されている人（引き続き第 1号被保険者である人）は、毎年申し込みしていただく必
要はありません。

■ 申込先：美濃加茂社会保険事務所　電話�25-8181　〒 505-8601�美濃加茂市太田町 2910-9

■問い合わせ：住民協働課国保年金係　担当：金子（内線�2108）

　国民年金保険料の納付は
　　　口座振替 が 便利 で お得 です！

　国民年金保険料の納付は
　　　口座振替 が 便利 で お得 です！
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～ 委託するのは調理などの業務です。献立の作成や食材の購入は委託しません ～

　　  4 月から町学校給食センターの

　　　　　　　業務の一部を民間に委託します

　給食センター　電話 67-0238

　町では行政改革の一環として、学校給食センター業務の民間委託について、行政改革推進委員会の
諮
しもん

問・答
とうしん

申を得て、ＰＴＡや学校給食センター運営委員会などの関係者のみなさんの意見を聞きながら、
給食業務の運営方法について検討してきました。この結果、町と委託業者とが十分に連携をとっていく
ことで、これまでどおりの安全で豊かな学校給食の提供ができると判断し、平成 21 年度から業務の一
部を民間委託することとしました。
　委託業者の選定にあたっては、保護者の代表、学校関係者、有識者からなる「民間委託業者選定委員会」
を設置し、学校給食業務の実施可能な会社 6社を選定して、各社の業務体制、実績、衛生管理、人材教育、
信頼度などを慎重に審査しました。その結果を踏

ふ

まえて、委託業者を「㈱魚
うおくに

国総本社名古屋本部」に決
定し、平成 21年 4月 1日からの業務の実施に向けて準備を進めています。
　これからも安心、安全な学校給食の提供をめざして、相互が連携して取り組んでいきます。みなさん
のご理解とご協力をお願いします。

■ 問い合わせ：給食センター　担当：村瀬　電話�67-0238

食材料の検収

調理の検査

洗浄・清掃作業

給食・給食指導

配缶・配送

調理作業

調理の指示

食材料の購入

献立の作成 ●これまでどおり、栄養士が作成します。

●献立をもとに、学校給食センターが一括して購入します。

●�委託業者の調理員が納品された食材料の鮮度、品質、数量などを検品し、栄養士が
確認します。

●�栄養士が委託先の業務責任者に対し、調理の手順や使用する食器などを詳細に指示
します。

●委託業者の調理員が学校給食センターの施設・設備を使い、調理します。

●�栄養士が味付けや加熱の加減などの出
で き ば

来映えを検査したあと、学校給食センター所
長が検食し、最終的なチェックをします。

●�委託業者の調理員がクラスごとに配缶し、配送員が食器やトレイなどを各学校の配
膳室まで配送し、配膳員が受け入れし、児童生徒にクラスごとに受け渡します。

●�児童生徒が後片付けをおこない、配膳室に返却します。これまでどおり、栄養士・
担任などが給食指導をおこないます。

●�委託業者が返却された食器・食缶などを整理整頓し、学校給食センターに返送、洗
浄・消毒・保管し、施設設備の清掃をおこないます。

…民間委託になる業務

★ 4 月からの学校給食業務の基本的な流れ ★

　　  4 月から町学校給食センターの

　　　　　　　業務の一部を民間に委託します
～ 委託するのは調理などの業務です。献立の作成や食材の購入は委託しません ～
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医
療
費
を
全
額
助
成
す
る

　
　

受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す

４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
新
1
年
生
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
新
1
年
生
を
対
象
に
、
義
務
教

育
就
学
児
の
保
険
適
用
分
の
医
療
費
（
た

だ
し
、
入
院
時
食
事
療
養
費
に
か
か
る
食

事
療
養
標
準
負
担
額
、
ま
た
は
入
院
時
生

活
療
養
費
に
か
か
る
生
活
療
養
標
準
負
担

額
を
除
く
）
を
全
額
助
成
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
の
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
3
月
23
日
（
月
）
か

ら
社
会
福
祉
課
窓
口
に
て
受
給
者
証
の
交

付
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
日
曜
窓
口
も
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
：
平
成
21
年
4
月
か
ら
小
学
校
に

入
学
さ
れ
る
新
1
年
生
（
現
在
お
持
ち

の
受
給
者
証
（
乳
幼
児
）
が
平
成
21
年

3
月
31
日
で
終
了
す
る
人
）

　

※�

た
だ
し
、
ほ
か
の
福
祉
医
療
制
度
（
重

度
心
身
障
害
者
（
児
）、
母
子
家
庭
等
、

父
子
家
庭
）
を
受
け
て
い
る
人
は
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

有
効
期
間
：
平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら

満
15
歳
到
達
後
の
最
初
に
迎
え
る
3
月

31
日
ま
で

●
持
ち
物
：

　

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
の
認
印
）

　

・�

健
康
保
険
証
（
義
務
教
育
就
学
児
本

人
の
も
の
）

　

・�

通
帳
…
普
通
口
座
で
扶
養
者(

主
に
父)

名
義
の
も
の

●
交
付
場
所
：
社
会
福
祉
課
窓
口

　
○�

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
日
曜
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

● 

日
程
：
3
月
29
日
（
日
）、
4
月
5
日

（
日
）
の
2
日
間

● 

時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分

●
場
所
：
社
会
福
祉
課
窓
口

■ 

問
い
合
わ
せ
：
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係　

担
当
：
丹
羽
・
近
藤
（
内
線�

２
１
１
４
）

◆
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
っ
て
な
に
？

　

子
育
て
家
庭
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

に
参
加
し
て
い
る
店
舗
な
ど
で
こ
の
カ
ー

ド
を
見
せ
る
と
、
買
い
物
の
割
引
や
ス
タ

ン
プ
ポ
イ
ン
ト
の
加
算
な
ど
の
「
特
典
」

が
受
け
ら
れ
た
り
、
買
い
物
中
に
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
幼
児
用
い
す
の
無
料
貸
出
、
ミ
ル

ク
用
の
お
湯
の
提
供
な
ど
の
「
応
援
」
が

受
け
ら
れ
る
カ
ー
ド
で
す
（「
特
典
」
や
「
応

援
」
は
参
加
店
舗
の
善
意
に
よ
る
も
の
で
、

参
加
店
舗
ご
と
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
前
に
必
ず
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
愛
知
県
や
三
重
県
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
の
配
布
対
象
と
な
る
人

　

○�

県
内
に
在
住
す
る
18
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯

　

○
妊
娠
中
の
人
が
い
る
世
帯

◆
カ
ー
ド
の
配
布
方
法

　

○�

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
・
高
等

学
校
を
通
じ
て
、
お
子
さ
ん
1
人
に

つ
き
1
枚
を
3
月
31
日
ま
で
に
配
布

し
ま
す
。

　

○�

お
子
さ
ん
が
未
就
学
児
の
場
合
は
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
、
出
生
届
時
、

各
種
予
防
接
種
時
に
配
布
し
ま
す
。

　

○�

配
布
窓
口
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は

中
濃
振
興
局
振
興
課
で
す
。

　

○�

仕
事
な
ど
で
窓
口
で
カ
ー
ド
の
配
布
を

受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
中
濃
振
興
局
へ

郵
送
に
よ
る
配
布
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
申
込
者
本
人
お
よ
び
18
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
（
保
険
証
な
ど
）
の
コ
ピ
ー
、
返

信
用
80
円
切
手
を
必
ず
同
封
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
店
舗

　

県
か
ら
店
舗
に
配
布
さ
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
に
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
が

記
載
さ
れ
、
店
頭
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

参
加
店
舗
数
…
２
、３
４
８
店
舗
（
平
成

20
年
12
月
末
現
在
）

◆
特
典
・
応
援
内
容
の
確
認

　

参
加
店
舗
の
名
称
、
所
在
地
、
特
典
・
応

援
内
容
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
：http://

w
w
w
.pref.gifu.lg.jp/pref//s11121/

cam
paign/

）
で
確
認
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉

係　

担
当
：
小
木
曽
（
内
線�

２
１
１
３
）

ま
た
は
中
濃
振
興
局
振
興
課
（
可
茂
総
合

庁
舎
内
）　

電
話�

２
５
・
３
１
１
１　
（
内

線
２
１
５
）

社会福祉課社会福祉係（内線 2114）・児童福祉係（内線 2113）

★
子
育
て
家
庭
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
ま
す
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内　訳 残　高 内�訳�明�細 残　高

施 設 関 係���� 165,350
�庁舎 85,732
�老人ホーム 12,955
�保育園 66,663

農 林 関 係 68,314 �ため池など 68,314

土 木 関 係 1,277,006
�道路など 730,543
�公園 3,960
�辺地対策 542,503

住 宅 関 係 3,134 �住宅貸付 3,134
消 防 関 係 41,111 �消防施設 41,111

教 育 関 係 671,937
�学校 602,212
�中山道みたけ館など 69,725

災 害 関 係 7,707 �災害復旧 7,707

財政対策関係 2,206,050

�減税補てん債������※1 445
�減収補てん債������※2 174,844
�臨時税収補てん債 64,156
�臨時経済対策債 49,000
�臨時財政対策債 1,596,404
�地域再生事業債 321,201

そ の 他 106,387
�情報通信 73,513
�保健施設など 32,874

下 水 道 関 係 6,959,681
�公共下水道 6,435,077
�流域下水道 524,604

合 　 計 11,506,677

町
の
財
政
事
情
の
公
表

　

財
政
事
情
の
公
表
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
町
の
財
政
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、年
2
回
（
2
月
・
8
月
）
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
表
は
、
平
成
20
年
7
月
1
日

か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
の
財
政
状
況
と

出
納
状
況
が
中
心
で
す
。

　
「
財
政
事
情
の
公
表
」
は
た
く
さ
ん
の
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
広
報
紙
で
は
町
債

（単位　千円）

　※水道事業については企業会計のため含まれていません。 

　（※ 1）減税補てん･･･町民税特別減税による補てん

　

た
だ
し
、
町
が
借
金
す
る
際
に
は
、
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
基

準
（
実
質
公
債
費
比
率
が
25
％
、
将
来
負
担

比
率
が
３
５
０
％
）
を
超
え
な
い
よ
う
に
、

町
税
な
ど
の
歳
入
の
徴
収
率
向
上
の
努
力
を

お
こ
な
い
、財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※�

参
考
：
御
嵩
町
の
実
質
公
債
費
比
率
11
・

7
％
、
将
来
負
担
比
率
87
・
1
％

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
管
理
課
行
財
政
係

担
当
：
丸
山
（
内
線�

２
２
０
７
）

住宅関係
（0.0％）

消防関係
（0.4％）

教育関係
（5.8％） 災害関係

（0.1％）

財政対策関係
（19.2％）

その他
（0.9％）

農林関係
（0.6％）

土木関係
（11.1％）

施設関係
（1.4％）

下水道関係
（60.5％）

【
町
の
借
金
の
状
況
は･･･

】

　

町
が
学
校
や
下
水
道
な
ど
の
施
設
整
備

を
お
こ
な
っ
た
り
、
道
路
な
ど
を
造
っ
た

り
す
る
場
合
、
一
時
的
に
多
く
の
資
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
金
の
財

源
に
は
町
債
（
町
の
借
金
）、
つ
ま
り
長
期

借
入
金
を
充あ

て
ま
す
。
平
成
20
年
12
月
末

現
在
の
町
の
借
金
は
約
１
１
５
億
円
（
昭

和
53
年
度
か
ら
の
累
積
金
額
）
あ
り
、
そ

の
内
容
は
左
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町の借金の内訳

町の借金の状況（平成 20 年 12 月 31 日現在）

町
の
財
政
事
情
の
公
表

（
町
の
借
金
）
の
平
成
20
年
12
月
末
現
在
高

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
資
料
は
総
務
管
理
課
お
よ
び
上

之
郷
・
中
・
伏
見
出
張

所
で
申
し
出
て
い
た
だ

け
れ
ば
ご
覧
に
な
れ
ま

す
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　総務管理課行財政係（内線 2207）

115 億 667 万 7 千円

　（※ 2）減収補てん･･･法人税の減収による補てん
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◆
軽
自
動
車
税
の
納
期
が
変
わ
り
ま
す

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
こ
れ
ま
で

4
月
30
日
で
し
た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら

5
月
31
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

発
行
済
み
の
平
成
20
年
度
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成
21
年
4

月
28
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
納
期
変
更

に
伴
う
有
効
期
限
の
読
み
替
え
を
軽
自
動

車
協
会
お
よ
び
運
輸
支
局
に
依
頼
し
て
い

ま
す
の
で
、
平
成
21
年
5
月
1
日
か
ら
31

日
ま
で
の
間
に
車
検
を
受
け
る
場
合
で
も
、

お
手
持
ち
の
納
税
証
明
書
を
そ
の
ま
ま
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
5
月
1
日
（
金
）

に
発
送
の
予
定
で
す
。
5
月
中
旬
を
過
ぎ

て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

税
務
収
納
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

表 1　登録・廃車などの届出先

車　　種 届　出　先

 原動機付自転車�
　（125cc 以下のバイク）
� 小型特殊自動車�
　（農耕用トラクターなど）

役場�税務収納課町民税係
（内線�2155）

 二輪車�
　（125cc を超えるバイク）

中部運輸局岐阜陸運支局�
（岐阜市日置江 2648-1）�

電話�050-5540-2053

 軽自動車�
　（三輪、四輪のもの）

軽自動車検査協会岐阜事務所�
（岐阜市柳津町高桑西 5-27）�

電話�058-279-1134

◆
登
録
・
廃
車
な
ど
の
手
続
き

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
に
登

録
さ
れ
て
い
る
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自

動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型

自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃

車
や
譲
渡
な
ど
で
、
す
で
に
所
有
し
て
い

な
い
車
両
で
あ
っ
て
も
、
4
月
1
日
ま
で

に
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
し

な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。　

　

原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車

は
役
場
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
次
に
掲

げ
る
書
類
な
ど
を
持
参
の
う
え
、
税
務
収

納
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
（
二
輪
車
、

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
表
1
参
照
）。

☆
新
規
登
録
す
る
と
き

①
登
録
者
（
所
有
者
）
の
印
鑑

②
販
売
証
明
書

☆
名
義
変
更
す
る
と
き

①
登
録
者
（
新
所
有
者
）
の
印
鑑

②
旧
所
有
者
の
印
鑑
ま
た
は
委
任
状

③�

車
名
、
車
台
番
号
、
排
気
量
の
わ
か
る

も
の
で
次
の
い
ず
れ
か

　

・
販
売
証
明
書

　

・
廃
車
証
明
書
お
よ
び
譲
渡
証
明
書

☆
廃
車
す
る
と
き

①
登
録
者
（
所
有
者
）
の
印
鑑

②
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

※�

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
盗
難
届
受
理

番
号
、
届
出
年
月
日
、
届
出
警
察
署
を

確
認
の
う
え
、
廃
車
手
続
き
を
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の

ご
案
内

◆
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
歩
行
が
困
難
な
人
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減

免
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
直
接
、
税
務
収
納
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間
：
5
月
8
日（
金
）～
25
日（
月
）

●
必
要
書
類
：
身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

●
申
請
先
：
税
務
収
納
課
町
民
税
係

★ 

普
通
自
動
車
の
減
免
制
度 

【
自
動
車
税
身
体
障
害
者
等

減
免
申
請
臨
時
窓
口
に
つ
い
て
】

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
、
戦

傷
病
者
の
所
有
す
る
自
動
車
（
軽
自
動

車
を
除
く
）
の
自
動
車
税
減
免
申
請
の

臨
時
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

● 

日
時
：
3
月
4
日
（
水
）・
11
日
（
水
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

● 

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎
1
階
臨
時
窓

口
（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井

２
６
１
０
番
地
１
）

※�

障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※�

中
濃
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務

所
、
各
県
税
事
務
所
で
は
、
3
月
2

日
（
月
）
か
ら
6
月
1
日
（
月
）
ま

で
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ
：
中
濃
県
税
事
務
所　

　

�

電
話�

０
５
７
５
・
３
３
・
４
０
１
１

（
内
線�

２
７
２
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
収
納
課
町
民
税
係

担
当
：
林
（
内
線�

２
１
５
５
）

　税務収納課町民税係（内線 2155)
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■  

問
い
合
わ
せ
：
税
務
収
納
課
町
民
税
係

担
当
：
林
（
内
線�

２
１
５
５
）

◆
土
地
・
家
屋
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
21
年
度
の
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
お
よ
び
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

を
4
月
1
日
（
水
）
か
ら
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋
の

所
在
や
価
格
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
縦
覧
に
よ
り
、
納
税
者
が
自
己
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
と
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
は
無
料
で
す
。
な
お
、
写
し
の
交

付
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

●
縦
覧
期
間
：
4
月
1
日（
水
）～
30
日（
木
）

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

● 

縦
覧
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分

●
縦
覧
場
所
：
税
務
収
納
課
資
産
税
係

● 

縦
覧
で
き
る
人
：
町
内
の
土
地
ま
た
は

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者

●
必
要
書
類
：

　

◇�

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
本
人
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

　

◇�

代
理
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
委
任

状
と
代
理
人
自
身
を
確

認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

土
地
・
家
屋
帳
簿
の

縦じ
ゅ
う
ら
ん

覧
に
つ
い
て

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲え
つ
ら
ん覧

　

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
固

定
資
産
税
の
課
税
基
礎
と
な
る
価
格
な
ど

が
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
、

4
月
1
日
（
水
）
か
ら
年
間
を
通
し
て
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
台
帳
は
、
所
有
者
の
ほ
か
に
借
地

人
や
借
家
人
な
ど
も
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

借
地
人
に
つ
い
て
は
当
該
土
地
、
借
家
人

に
つ
い
て
は
当
該
土
地
お
よ
び
家
屋
の
み

の
閲
覧
と
な
り
ま
す
。

　

閲
覧
は
無
料
で
す
。
写
し
の
交
付
は
1

所
有
者
ご
と
で
す
（
交
付
手
数
料
３
０
０

円
）。
ま
た
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
を
と
る
こ
と

も
で
き
ま
す
（
1
件
に
つ
き
証
明
手
数
料

３
０
０
円
）。

●
閲
覧
期
間
：
4
月
1
日
（
水
）
～
通
年

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

● 

閲
覧
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分

●
閲
覧
場
所
：
税
務
収
納
課
資
産
税
係

●
必
要
書
類
：

　

◇�

本
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
本
人
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

　

◇�

借
地
人
や
借
家
人
が
閲
覧
す
る
場
合

は
、
権
利
関
係
を
示
す
書
面
な
ど
と

自
身
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
収
納
課
資
産
税
係

担
当
：
土
谷
（
内
線�

２
１
５
３
）

◆
確
定
申
告
の
期
限

　

町
県
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期

限
は
3
月
16
日
（
月
）
で
す
。
期
限
間
近

に
な
る
と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
申
告
が
必
要
な
人
は
で
き
る
だ
け

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
前
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
人

（
無
収
入
の
人
）
も
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
と
な
り
、
所
得

証
明
書
の
発
行
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
各
種

手
続
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
県

民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

　

ほ
っ
と
み
た
け
1
月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
税
源
移
譲
の
結
果
、
所
得

税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
引

き
き
れ
て
い
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
所

得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
く
な
る
人
（
平
成

11
年
～
18
年
入
居
の
人
の
み
）
に
つ
い
て

は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
県
民
税

所
得
割
額
か
ら
減
額
す
る
調
整
措
置
が
設

確
定
申
告
は

お
済
み
で
す
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
所
定
の
申

告
書
を
3
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
役
場
（
確

定
申
告
を
さ
れ
る
人
は
税
務
署
で
も
可
）

へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
期

限
を
過
ぎ
る
と
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

で
未
提
出
の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
該

当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、

1
月
初
旬
に
役
場
か
ら
個
別
に
案
内
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
収
納
課
町
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　税務収納課資産税係（内線 2153)・町民税係（内線 2155)

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
取
り
扱
い
金
融
機
関
で
受

け
付
け
し
ま
す
の
で
、
備
え
付
け
の
口

座
振
替
依
頼
書
を
最
寄
り
の
金
融
機
関

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
分
か
ら
の
口
座

振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
3
月
中
に

手
続
き
を
お
こ
な
わ
な
い
と
口
座
振
替

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納税は

口座振替が

便利！

確定申告は
3 月 16 日（月）

まで！！
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スポーツ好きな子、スポ少に集まれ！

　　ぼくたちと、わたしたちと一緒に活動しよう！！

　御嵩町スポーツ少年団では、6つの団体で団員を募集しています。活動種目は、柔道、硬式テニス、
軟式野球、サッカー、バレーボールの 5種目があります。
　あなたも友だちと一緒に好きなスポーツで汗を流しませんか？
　入団や見学を希望する人は、各団体の代表者までご連絡ください（敬称略・順不同）。

B&G 海洋センター　電話 67-5196

スポーツ好きな子、スポ少に集まれ！　

いっしょに
やろう！！

�スポ少は
楽しいよ！！

御 嵩 柔 道（種目：柔道）

★募集対象：小学 1年〜中学生（男女は問いません）
★主な活動日：毎週火・木曜日
★活動時間：午後 7時〜午後 9時
★活動場所：御嵩公民館
★連絡先：福

ふくしま

嶋壽
ひ さ お

雄　電話�67-0823
曽
そ が

我鮎
あ ゆ か

佳�さん
（伏見小 6年生）

御 嵩 テ ニ ス（種目：硬式テニス）

★募集対象：小学 3年生（男女は問いません）
　　　　　　小学 4年生男子（平成 21年度に限り）
★主な活動日：毎週土曜日（5週目は休み）
★活動時間：午前 8時 40分〜午前 10時 40分
★活動場所：南山公園テニスコート
★連絡先：小

こ も り

森敦
あ つ こ

子　電話�67-6081

宇
う ね も と

根元大
たいが

河�くん
伊
い さ じ

左治翔
しょういち

一�くん
長
ながぬま

沼大
だ い ご

吾�くん
濵
は ま だ

田健
けんすけ

佑�くん
（御嵩小 6年生）

御嵩町スポーツ少年団員

　平成 21 年度

御嵩町スポーツ少年団員
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御 嵩 野 球（種目：軟式野球）

★募集対象：小学 1年〜 6年生（男女は問いません）
★主な活動日：毎週土・日曜日、祝日
★活動時間：（一日）午前 8時 30分〜午後 5時
　　　　　　（半日）午前 8時 30分〜正午
★活動場所：顔戸グラウンドまたは御嵩小学校など
★連絡先：伊

い さ じ

佐治和
かずひろ

弘　電話�67-2409
　　　　　木

き む ら

村一
いちろう

朗　電話�67-1923

伊
い さ じ

佐治孝
こうすけ

介�くん
（御嵩小 6年生）

伏 見 野 球（種目：軟式野球）

★募集対象：小学 2年〜 6年生（男女は問いません）
★主な活動日：毎週土・日曜日、祝日
★活動時間：午前 8時 30分〜正午
★活動場所：伏見グラウンド
★連絡先：尾

お ざ き

崎弘
ひ ろ み

美　電話�67-1586
　　　　　荻

お ぎ そ

曽和
かずいち

市　電話�67-1379

米
よねだ

田虎
こ た ろ う

太郎�くん
（伏見小 5年生）

B&G 海洋センター　電話 67-5196

御 嵩 女 子 バ レ ー（種目：バレーボール）

★募集対象：小学 1年〜 5年生（女子のみ）
★主な活動日：毎週土・日曜日
★活動時間：土曜日　午後 1時〜午後 5時
　　　　　　日曜日　不定期
★活動場所：御嵩小学校またはB&G海洋センター
★連絡先：馬

ま ぶ ち

渕保
や す こ

子　電話�63-3074
　　　　　田

た な か

中美
み か

香　電話�67-1497

田
たなか

中万
ま り な

里奈�さん
（御嵩小 5年生）

御 嵩 サ ッ カ ー（種目：サッカー）

★募集対象：小学 1年〜 6年生（男女は問いません）
★主な活動日：1 年〜 4年生　毎週日曜日
　　　　　　　5年・6年生　毎週土・日曜日
★活動時間：午前 9時〜正午
★活動場所：白山多目的グラウンド
★連絡先：酒

さ か い

井伸
のぶゆき

行　電話�67-7841
　　　　　加

かとう

藤一
ひ ふ み

二三　電話�67-5198

西
にしむら

村涼
りょうへい

平�くん
（御嵩小 6年生）

■問い合わせ：B&G海洋センター　担当：日比野　電話�67-5196
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農
業
委
員
会
か
ら
の
お
ね
が
い

☆ 

適
正
な
農
地
管
理
を
・
・
・

　

町
内
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
・
非
農
家
の
相
続
に
よ
る
農
地
取
得
・

不
在
農
地
所
有
者
な
ど
の
理
由
で
農
作
業
が

で
き
ず
、
雑
草
の
生
い
茂
っ
た
農
地
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
放

置
さ
れ
る
と
害
虫
や
火
災
の
発
生
源
と
な
り
、

生
活
環
境
を
著

い
ち
じ
るし

く
損
な

い
、
付
近
の
農
地
お
よ
び
町

民
に
大
き
な
迷
惑
を
及
ぼ
し

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
除
草

を
す
る
な
ど
適
正
に
管
理
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
有
料
で
す
が
、
除
草
に
つ
い
て
は

御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
業

者
に
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
産
業
振
興
課
農
政
係
内
）　

担
当
：
渡

辺
（
内
線�

２
２
３
３
）

◎   

申
し
込
み
は
、

　

御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

電
話�

６
７
・
６
３
３
９

総務管理課契約管財係（内線 2214）

◆この「公共工事入札結果」は、予定価格が 500万円以上の入札物件について公表しています。
◆�入札結果などの詳細は、総務管理課契約管財係で閲覧できます。また、町ホームページ「入札情報」のコーナー
でも公開中です。

■問い合わせ：総務管理課契約管財係　担当：井上（内線�2214）

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

2

21 号バイパス古屋敷地区（第 4工区）配水管
新設工事

10,800,000 10,185,000 ㈱平和興業 9社 上下水道課HPPEΦ 150L ＝ 303.8 ｍ／古屋敷地内
平成 21年 1月 19日〜 3月 6日

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

3

小中学校安全対策事業

14,150,000 13,440,000 ㈱平和興業 7社 教育課
御嵩小学校：フェンス 2か所、門扉 5か所
向陽中学校：フェンス 3か所、門扉 3か所
／御嵩小学校および向陽中学校
平成 21年 1月 26日〜 3月 25日

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

1

平地区上水道新設工事

18,040,000 17,115,000
㈱本州緑化
建設

10社 上下水道課
HPPEΦ 75L=595.9 ｍ、PPΦ 50L=17.6 ｍ
／上之郷地内
平成 21年 1月 13日〜 3月 31日

公共工事入札結果（平成 21 年 1 月分）

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

4

町道舗装補修工事

10,770,000 10,290,000 ㈲共和建設 8社 都市整備課
舗装工 A＝ 959 ㎡、オ－バ－レイ工：A＝
4,076 ㎡／御嵩町内
平成 21年 1月 26日〜 3月 25日

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

5

町道中 124 号線道路改良工事に伴う送水管移
設工事

5,830,000 5,533,500 村瀬興業 9社 上下水道課仮設Φ 150L ＝ 80.0 ｍ、DCIP Φ 150L=40.0
ｍ／中地内
平成 21年 1月 26日〜 6月 30日
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総合政策課総合政策係（内線 2228・2224）

　
　

低
炭
素
都
市
推
進
協
議
会
の

　
　
　
　

幹
事
都
市
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

　
　

低
炭
素
都
市
推
進
協
議
会
の

　
　
　
　

幹
事
都
市
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

　

ほ
っ
と
み
た
け
2
月
号
の
「
町
長
月
記

⑤
」
で
お
話
し
ま
し
た
「
低
炭
素
都
市
推

進
協
議
会
」
に
つ
い
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　

国
の
重
点
施
策
と
し
て
、
低
炭
素
型
の

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
意
欲
あ
る
自
治
体
が
中

心
と
な
っ
て
「
低
炭
素
都
市
推
進
協
議
会
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
低
炭
素
都

市
推
進
協
議
会
」
は
、全
国
で
39
都
道
府
県
、

70
市
区
町
村
、
関
係
省
庁
、
政
府
機
関
な

ど
を
含
め
て
計
１
４
０
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

御
嵩
町
は
、
低
炭
素
型
の
都
市
・
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
全
国
展
開
を
し
て
い
く

た
め
、
こ
の
「
低
炭
素
都
市
推
進
協
議
会
」

▲��低炭素都市推進宣言書

に
加
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
な
か
で

も
幹
事
都
市
（
全
国
10
市
区
町
村
）
に
も

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
嵩
町
が
環
境
モ
デ
ル
都
市
へ
立
候
補

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
球
温
暖
化

対
策
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
吸
収
に
対

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
は
低
炭
素
都
市
推
進

協
議
会
構
成
員
、
幹
事
都
市
と
し
て
、
優

れ
た
事
例
の
研
究
や
自
治
体
同
士
の
協
力
・

連
携
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
低
炭
素
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
合
政
策
課
総
合
政
策

係　

担
当
：
中
村
（
内
線
２
２
２
８
）

東
濃
実
業
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
、

　

「御
嵩
町
活
性
化
の
た
め
の
提
言
」
を
発
表
し
ま
し
た

　

東
濃
実
業
高
等
学
校
で
は
、
昨
年
か
ら

3
年
生
の
生
徒
さ
ん
が
学
校
設
定
科
目
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
お
い
て
、
自
分

た
ち
が
通
学
す
る
町
を
題
材
に
「
何
ら
か

の
形
で
町
づ
く
り
に
参
画
で
き
れ
ば
」
と
、

御
嵩
町
の
活
性
化
を
中
心
と
す
る
町
づ
く

り
に
つ
い
て
、
観
光
、
食
、
お
土
産
な
ど

の
視
点
か
ら
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
1
月
27
日
（
火
）
に
役
場
で
、

こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
町
長
、
町
議
会

議
長
、
商
工
会
長
な
ど
に
「
御
嵩
町
活
性

化
の
た
め
の
提
言
」
と
題
し
て
、
発
表
を

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
町
内
に
は
自
然
・
歴
史
な

ど
の
す
ば
ら
し
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
踏ふ

ま
え
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
活
か

し
な
が
ら
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
を
提
案

し
、「
み
た
け
の
森
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

を
整
備
し
て
家
族
連
れ
が
憩い

こ

え
る
場
所
を
」

と
い
う
内
容
、
地
域
の
店
が
協
力
し
て
地

元
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
を
開
発

し
、
名
古
屋
駅
や
岐
阜
駅
な
ど
で
「
駅
弁
」

と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
御
嵩
の
良
さ
も

あ
わ
せ
て
知
っ
て
い
た
だ
く
駅
弁
構
想
、

中
山
道
の
謡
坂
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
石

畳
チ
ョ
コ
」
の
開
発
な
ど
、
若
者
の
視
点

か
ら
見
た
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
を
お
こ
な
い
、

最
後
に
「
御
嵩
に
あ
る
イ
イ
も
の
で
、
イ

イ
町
に
。G

oodjob

み
た
け
」
の
言
葉
で

し
め
く
く
り
、
発
表
を
終
え
ま
し
た
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
合
政
策
課
総
合
政
策

係　

担
当
：
栗
谷
本
（
内
線
２
２
２
4
）

▲��町長や町議会議長、商工会長など
が、生徒たちの提言に耳を傾けま
した

▲��生徒たちの提言は、大人には思い
つかないこともたくさんありまし
た

　

「御
嵩
町
活
性
化
の
た
め
の
提
言
」
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教育課総務係（内線 2311）

　　　　　　青少年読書感想文全国コンクールで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「内閣総理大臣賞」 受賞！

　　　　　　青少年読書感想文全国コンクールで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「内閣総理大臣賞」 受賞！

★
内
閣
総
理
大
臣
賞

　

水み
ず
の野 

鈴す
ず
か香

さ
ん
（
御
嵩
小
2
年
生
）

　
【
読
ん
だ
本
】

　
　
『
忘
れ
て
も
好
き
だ
よ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
』

　

わ
た
し
が
こ
の
お
話
を
読
ん
で
み
た

い
と
思
っ
た
の
は
、
わ
た
し
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
お
話
の
中
の
女
の
子
と
同

じ
で
、
わ
た
し
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大

す
き
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
む
か

し
の
あ
そ
び
を
教
え
て
く
れ
た
り
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
お
話
に
出
て
く
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
い
う
び
ょ

う
気
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
ぐ
に
わ

す
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

わ
た
し
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
同

じ
び
ょ
う
気
で
し
た
。
今
は
し
ん
で
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
わ
た
し
の
こ

と
を
、
お
か
あ
さ
ん
の
名
前
で
よ
ん
で

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
い
や

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
話
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
で
、
小
さ
い

時
の
こ
と
や
む
か
し
の
こ
と
は
よ
く
お

ぼ
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し

に
う
た
を
う
た
っ
て
く
れ
る
と
っ
て
も

か
わ
い
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
お
話
の
中
で
、
お
か
あ
さ
ん
が

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
頭
に
は
秋
が
き
た
の

ね
。
こ
の
木
に
つ
い
て
い
る
絵
は
、
風

に
ふ
か
れ
た
木
の
は
み
た
い
に
１
ま
い

１
ま
い
ち
っ
て
し
ま
う
の
よ
。」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
こ
の
言
ば
が

す
ご
く
頭
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
女
の

子
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人
生
の
木
を

絵
に
し
た
の
で
す
。
１
ば
ん
下
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
時
の

絵
、
少
し
上
に
は
大
き
く
な
っ
て
か
ら

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
そ
し
て
、
け
っ
こ

ん
し
て
マ
マ
が
生
ま
れ
た
時
の
絵
も

あ
っ
て
１
ば
ん
上
が
今
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
頭
の
中
の

絵
は
、
木
の
は
の
よ
う
に
ち
っ
て
い
く

の
で
す
。
ね
っ
こ
の
方
は
し
っ
か
り
つ

い
て
い
て
、
上
の
方
か
ら
ち
っ
て
し
ま

う
な
ん
て
、
さ
び
し
い
よ
ね
。
で
も
、

女
の
子
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
で
、

い
つ
も
そ
ば
に
い
て
あ
げ
て
、
と
て
も

や
さ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　「第 54回青少年読書感想文全国コンクール」の小学校低学年の部門で、水
みず の

野鈴
すず か

香さん（御嵩小 2年生）の作
品が最優秀賞の「内閣総理大臣賞」を受賞し、2月 6日（金）に東京都の東京會舘でおこなわれた表彰式で表彰
を受けました。水野さんの作品は、可児郡および岐阜県の読書感想文コンクールで優秀な成績を収め、全国コン
クールに出品されました。受賞した読書感想文をご紹介します。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
教
育
課
総
務
係

　

担
当
：
佐
久
間
（
内
線�

２
３
１
１
）

　

わ
た
し
も
、
か
な
し
い
と
き
に
し
ん

け
ん
に
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、
元
気
を

出
し
て
と
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
や
さ
し

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
。
も
し
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
わ
た
し
の
こ
と
を
わ

す
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
ず
っ
と
そ
ば
に

い
て
、「
大
す
き
だ
よ
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
！
」
て
、
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

水
野
さ
ん
が
読
ん
だ

『
忘
れ
て
も
好
き
だ
よ　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
』（
ダ

グ
マ
ー
・
Ｈ
・
ミ
ュ
ラ
ー�

著
／
さ
さ
き
た
づ
こ�

訳

／
あ
か
ね
書
房�

刊
）
は
、
女
の
子
と
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
な
っ
た
祖
母
の
心
の
交

流
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

中
山
道
み
た
け
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
に
も
薦す

す

め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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～ 

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
塗
装
作
業 

～

総務管理課地域防災係（内線 2234）

○
相あ

い
ば羽
豊と

よ
お夫
（
春
日
町
）

○
安あ

ん
ど
う東　

進
す
す
む
（
西
屋
敷
）

○
生い

こ
ま駒
倭し

づ
こ子
（
顔
戸
北
）

○
伊い

さ

じ

左
治
あ
や
子こ

（
十
日
市
場
）

○
岩い

わ
む
ろ室
忠た

だ
お男
（
大
庭
台
）

○
植う

え
だ田
健け

ん
じ治
（
西

田
）

○
太お

お
た田

明あ
け
は
る春

（
西

田
）

○
奥お

く
や谷

昭し
ょ
う
ぞ
う三

（
西
之
門
）

○
鍵か

ぎ
や
ま山
萬ま

き

お

亀
男
（
北
屋
敷
）

　

1
月
15
日（
木
）

に
可
児
市
文
化

創
造
セ
ン
タ
ー

で
、
可
児
口こ

う
く
う腔

保

健
協
議
会
に
よ
る

「
８
０
２
０
表
彰
式
」が
お
こ
な
わ
れ
、

町
内
か
ら
も
次
の
32
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
（
敬
称
略
・
50
音
順
）。

健
康
な
歯
、
い
つ
ま
で
も･

･
･

◆
８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
と
は･･･

？

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の

歯
を
20
本
残
そ
う
」
と
い
う
運

動
。
20
本
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
食
物
を
よ
く
噛か

み
砕く

だ

い
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
の
が
そ
の
理
由
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー　

担
当
：
井
藤
（
内
線�

２
１
９
４
）

健
康
な
歯
、
い
つ
ま
で
も･

･
･

○
篭か

ご
は
し橋
せ
き
子こ

（
昭
和
町
）

○
篭か

ご
は
し橋　

正
た
だ
し

（
春
日
町
）

○
加か

と
う藤

信の
ぶ
お夫

（
若
宮
町
２
）

○
可か

に兒
八や

え重
（
送

木
）

○
亀か

め
い井

義よ
し
い
ち一

（
顔
戸
南
）

○
桑く

わ
し
た下　

勲
い
さ
お

（
美
佐
野
）

○
鈴す

ず
き木

昭あ
き
み美

（
東

町
）

○
田た

な
か中
末す

え
ひ
ろ葊
（
長

岡
）

○
田た

な
か中

米よ
ね
こ子

（
城

町
）

○
柘つ

げ植
文ふ

み
え江

（
高

倉
）

○
土つ

ち
も
と本

盛も
り
い
ち一

（
元

町
）

○
中な

か
む
ら村　

明
あ
き
ら
（
西
之
門
）

○
長は

せ
が
わ

谷
川
久ひ

さ
え惠

（
長

瀬
）

○
平ひ

ら
い井　

厚
あ
つ
し

（
西

町
）

○
平ひ

ら
い井
淑よ

し
こ子
（
大

庭
）

○
松ま

つ
う
ら浦
英ひ

で
ひ
ろ尋
（

洞

）

○
三み

し
ま嶋　

守
ま
も
る

（
南

町
）

○
三み

や
け宅　

傳
つ
と
う

（
山

田
）

○
森も

り
し
ま嶋
葊ひ

ろ
た
か高
（
元

町
）

○
山や

ま
も
と本　

智
さ
と
し
（
長

岡
）

○
渡わ

た
な
べ邉

賢け
ん
い
ち一

（
西

洞
）

○
渡わ

た
な
べ邉
し
き
ゑ
（
津

橋
）

○
渡わ

た
な
べ邉
ま
さ
子こ

（
高

倉
）

　

各
家
庭
に
お
い
て
出
火
し
た
と
き
、
ま
ず

威
力
を
発
揮
す
る
の
が
消
火
器
で
す
。
こ

の
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
段
階
で
鎮ち

ん
か火

す
れ
ば
、
大
き
な
火
災
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
が
で
き

な
く
な
る
く
ら
い
火
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、

次
に
と
る
行
動
は
消
防
署
へ
の
１
１
９
番

通
報
と
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
で
す
。

　

消
火
栓
は
、
消
防
署
や
消
防
団
も
使
用

し
ま
す
が
、
出
火
に
気
づ
い
た
人
に
い
ち

早
く
消
火
活
動
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
消
火
栓
の
近

く
に
は
、
消
防
ホ
ー
ス
や
消
火
栓
操
作
に

必
要
な
機
材
を
納
め
た
「
ホ
ー
ス
格
納
箱
」

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
消
火
栓
は
地
域

の
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

　

ホ
ー
ス
格
納
箱
や
機
材
は
、
町
で
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
格
納
箱
は
年
中
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
る
た
め
、
錆さ

び

な
ど
に
よ
る
破
損

も
多
く
、
自
治
会
か
ら
取
り
替
え
要
望
を

い
た
だ
い
て
も
厳
し
い
町
財
政
の
な
か
、

十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
現
実
も
あ
り
ま

す
。
今
年
度
も
多
く
の
取
り
替
え
要
望
に

基
づ
き
現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
塗
装

な
ど
を
施
せ
ば
、
機
能
的
に
は
ま
だ
ま
だ

使
用
に
耐
え
得
る
も
の
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
要
望
自
治
会
に
こ
の
こ
と
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、
格
納
箱
の
塗
装
作
業
を

自
主
防
災
活
動
と
位
置
づ
け
、
美
観
も
よ

く
、
耐
用
年
数
を
向
上
さ
せ
る
塗
装
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
町
内
の
自
主
防
災
組
織
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
…

　
　
　

～ 

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
塗
装
作
業 

～

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
写
真
を
カ
ラ
ー

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
管
理
課
地
域
防
災

係　

担
当
：
山
田
（
内
線�

２
２
３
４
）

【塗装後】 【塗装前】

　保健センター（内線 2194）

南
山
台
東
自
主
防
災
会
・
稲
荷
台
緊
急
防
災
隊
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住民協働課まちづくり推進係（内線 2103）

地域づくりグループの

ご紹介 ①

地域づくりグループの

ご紹介 ⑤

　私たちは、「自分の健康は自分で守り、つくる」とい
う健康づくりの原則を自覚し、自ら健康づくりに積極
的に取り組むことをめざして活動しています。家庭や
職場など、身近なところで健康法を実践し、積極的に
健康づくりの輪を広げて、交流の場を作ります。
　現在会員は 45 名。年間を通じて、健康づくり活動
講座として、ウォーキング・音楽療法・健康体操・薬
膳料理・健康道場研修会などを計画し、開催していま
す。先般の「ウォーキング　体力づくり」では、御嵩
町史跡めぐりに可児市・八百津友の会も参加し、総勢

★ 健
けんこうほうじっせん

康法実践「みたけ友
とも

の会
かい

」 ★
●代表者：鈴

す ず き

木 太
た ろ う

郎
●所在地：伏見 972-1　　●電話：67-0566
●会員数：45 名　　
● 活動のテーマ：町民健康づくり、健康障がい半減運

動の推進

■ 問い合わせ：住民協働課まちづくり推進係
担当：林（内線�2103）

65 名という多数の人と交流の場を持ち、楽し
く「健康づくり」を開催することができました。
　健康障がいをなくすことは、皆の共通の願
いです。高齢者・若齢者に限らず、共に会に
参加し、いつまでも健康な生活を送りません
か。

▲��案内人の偲
しれ き

歴会
の人から、郷土
史跡「東寺山古
墳」の説明を聴
きました

▼��「南ひだ健康道
場」食の工房で、
郷土料理の実習
講座を楽しみま
した

シリーズ

名
鉄
広
見
線
を
守
ろ
う
！

　

昨
年
12
月
18
日
（
木
）、
広
見
線
（
新

可
児
駅
～
御
嵩
駅
）
の
存
続
に
つ
い
て
、

『
沿
線
市
町
が
財
政
支
援
を
お
こ
な
う
こ

と
も
含
め
、
存
続
に
向
け
て
、
具
体
的

な
協
議
を
お
こ
な
い
た
い
』
こ
と
を
名

鉄
側
に
伝
え
、
今
後
、
名
鉄
と
御
嵩
町
・

可
児
市
・
八
百
津
町
の
3
市
町
が
具
体

的
な
協
議
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
広
見
線
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
関
係
す
る
市
町
を
中
心
に
対
策
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
存
続
に
つ
い
て
協

議
す
る
と
と
も
に
、
広
見
線
の
現
状
分

析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を
通
し

て
、
情
報
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
6
月
に
は
地

域
の
な
か
か
ら
「
広
見
線
を
守
ろ
う
！
」

と
い
う
人
た
ち
が
集
ま
り
、「
名
鉄
広
見

線
を
守
ろ
う
会
」
が
結
成
さ
れ
、
活
動

を
は
じ
め
ま
し
た
。「
名
鉄
広
見
線
を
守

ろ
う
会
」
で
は
、
広
見
線
存
続
の
た
め

の
署
名
２
０
、２
３
９
名
分
を
集
め
、
名

鉄
側
へ
提
出
し
、
存
続
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
毎
週
日
曜
日
の
朝
に
は

「
乗
っ
て
残
そ
う
」
を
合
言
葉
に
、
御
嵩

駅
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
お
正
月

に
は
、
電
車
利
用
者
に
無
料
で
ぜ
ん
ざ

い
を
振
る
舞
う
な
ど
、
広
見
線
の
利
用

促
進
に
向
け
た
活
動
を
継
続
的
に
続
け

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
1
月
に
は
、「
乗
っ
て
残
そ
う

名
鉄
広
見
線
」
と
書
か
れ
た
赤
い
「
の

ぼ
り
」
を
、
新
可
児
駅
・
明
智
駅
・
顔

戸
駅
・
御
嵩
口
駅
・
御
嵩
駅
の
各
駅
に

設
置
し
、
広
見
線
の
存
続
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
一
層
の
利
用
を
呼
び
か
け
る

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

～

「名
鉄
広
見
線
を
守
ろ
う
会
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
～

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
合
政
策
課
総
合

政
策
係　

担
当
：
栗
谷
本
（
内
線�

２
２
２
４
）

▲��各駅に「乗って残そう名鉄広見線」
ののぼりを立てました！
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　みなさんからの貴重なご意見ありがとうございます。ご意見はすべて目を通させていただいています。
官製はがきや手紙、FAX、Ｅメールでも結構です。若い人からのご意見・ご提案も待っています。
　なお、お便りには、住所、氏名などのご記入をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　（町長）

　

育児支援について

　乳幼児から預けられる託児所（町運営の）をつくってほしいです。　　　　　　　　　（匿名）

～全園で、生後 6 か月～ 2 歳児までを対象に未満児保育をおこなっています～

　町には、乳幼児だけの託児所はありませんが、現在4か所の保育園（公立3園、私立1園）全園で、
生後 6か月〜 2歳児までを対象に未満児保育をおこなっています。
　また、保護者の病気や急用など突発的な理由によっても、乳幼児をお預かりする緊急一時保
育も昨年 11月から私立の「御嵩保育園」で始まりました（詳しくは、ほっとみたけ 2月号 12ペー
ジをご覧ください）。ただし、いずれも親が就業などでお子さんを保育できないなど止むを得な
い場合が条件となります。
※�子育ての手助けをしてほしい人と子育てのお手伝いができる人が会員制で登録し、運営する
「ファミリーサポート制度」については、現在検討中です。　　　　　　　（回答：社会福祉課）

住民協働課まちづくり推進係（内線 2103）

まちへのご意見箱
ご意見に対する

　　回答を紹介します

ご意見に対する

　　回答を紹介します

　町では、昨年 10月から町民のみなさんの率直な
ご意見などをお聞きするため、町内の喫茶店 11店
舗に「まちへのご意見箱」を設置しています。みな
さんからいただいたご意見は、すべて町長と担当課
が目を通しています。そこで、ご意見に対する回答
をみなさんに広くご紹介していくことになり、2月
から公表していますので、ぜひご覧ください。
※�ご意見の内容によっては、回答ができないものも
ありますので、ご了承ください。
※�いただいたご意見の紹介は、すべて匿名でおこ
なっています。

 

【ご意見に対する回答は、
ここでみることができます！】

★掲示板
　　掲示場所：4地区公民館（玄関付近）
　　　　　　　役場（住民協働課付近）
★ホームページ
　　アドレス：http://www.town.mitake.gifu.jp/

■ 問い合わせ：総合政策課秘書広報係　担当：河村
（内線� 2231）　または住民協働課まちづくり推進
係　担当：林（内線�2103）
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★「こども環境博士」に認定！　
　各務原市のアクア・トト�ぎふで、「こども環
境博士コンクール」認定式がおこなわれ、坪

つぼうち

内
沙
さつ き

月さん（伏見小 3年生）が「こども環境博士」
の認定を受けました。
　坪内さんは、昨年 8月におこなわれた町の夏
休み環境学習会に参加、夏休みの自由研究では
「私が地球のためにできること」に取り組みまし
た。その自由研究が、「身の回りの環境について
調べてみよう」をテーマにした、県主催のこど
も環境博士コンクールに出展されました。その
結果、小学校 3年生の部で「こども環境博士」（県
下で 9名）に見事選ばれました。
　これからも美しい自然を守るために、自分が
できることから取り組んでください。（1月17日）

★災害時の避難施設に関する協定の調印
　災害が起きたとき、共同生活が困難な高
齢者や障がい者などの避難場所として、町
内の民間社会福祉施設を活用するため、社
会福祉法人慈恵会およびメディカル・ケア・
サービス東海株式会社と協定を調印しまし
た。この協定により、一般避難者との共同
生活が困難な人たちも、バリアフリー化さ
れていて、設備の整った福祉施設に避難す
ることができます。
　調印後、渡辺町長は、「気になっていた協
定を結ぶことができた。大変心強い」と話
しました。（1月 26日）

★地域のために・・・　
　東濃信用金庫が、地域社会の活性化を
目的として、町に、「とうしん地域振興
協力金」10 万円を助成してくださいま
した。東濃信用金庫では、地域社会の活
性化のため、地域産業の振興発展や地域
社会の福祉向上、地域の社会生活環境の
整備などの活動を支援しています。
　今回いただいた助成金は、中公民館の
トイレ改修事業に活用させていただきま
す。（2月 2日）

▲�「こども環境博士」の認定を受けた
　�坪内さん（中央下段）
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「みんな元気な御嵩の子！」

　「おはようございます！」元気に登園し、
片づけを終えると、すぐに園庭に駆

か

けだして
行く子どもたち！！
　月 1回の体操教室で、講師の先生からボー

▼����何回とべるかな？

ルやなわとびを使ってのいろいろな運動遊びを教えていただいてい
ます。自由遊びの時間には、ドッチボールやなわとびに夢中の子ど
もたちです。特になわとびでは、「せんせい、みて、とべるよ」「か
ぞえて」との声が飛び交

か

います。「たくさんとべるようになったね」
「がんばってるね」と言葉をかけると、「うしろとびもできるよ！」
と見せてくれます。友だち同士で回数を数え合う姿も見られ、微

ほほえ

笑
ましく思います。
　テレビや新聞などでは、子どもの体力低下についての記事もあり
ますが、このような運動遊びを通して、俊

しゅんびん

敏性や持久力などが身に
つき、丈夫な身体、強い心を持ち、成長していく子どもたちの姿が
私たちの願いです。▲����こんなにじょうずになわとびがと

べるよ！

御
嵩

保 育 園

学 校 法 人 荻 須 学 園

★元町議会議員に高齢者叙
じょくん

勲を授与
　元町議会議員の福

ふくしま

嶋秋
あき お

雄さん（宿）が、高
齢者叙勲（旭

きょくじつたんこうしょう

日単光章）を授与されました。
この叙勲は、町議会議員として長年務め、
顕
けんちょ

著な功績を挙げた功労者に対し、88 歳に
なった機会に授与されるものです。
　2月 2日（月）に、秋雄さんはしっかりと
した足取りで役場に訪れ、渡辺町長から勲

くん き

記
と勲章を受けとられました。（2月 2日）

★「福は内～！、鬼も
・

内～！！」
　鬼岩ドライブインで、鬼岩観光協会主催の
「第 23 回福鬼まつり」がおこなわれました。
毎年恒例の節分行事とあって、当日は約3,000
人の観客が訪れ、みたけ幼稚園のマーチング
バンド演奏や大迫力の福鬼太鼓、バサラ踊り
を楽しみました。このおまつりの特徴である
「福は内〜！鬼は内〜！」の独特なかけ声で豆
まきが始まると、縁起が良い福豆を取ろうと、
大勢の人が豆に向かって一斉に手を伸ばして
いました。みなさんに福が来ますように…。
（2月 1日）

【訂正】町広報紙 2月号の中保育園コーナーで誤りがありました。
　○右上写真：「トラクター」→「コンバイン」
　○本文 4行目：「トラクター」→「田植え機」
上記のとおり、訂正させていただきます。
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保健センター（内線 2194）

　毎日の食事は体をつくり、活動するための基礎となる大切なものです。しか
し、多忙な毎日を送るなか、食べるものが偏

かたよ

っていたり、身体活動量と比べて
食べる量が多過ぎたりなど、よくない食習慣を続けると、内臓脂肪の蓄積によ
る動

どうみゃくこうか

脈硬化やさまざまな生活習慣病へとつながっていきます。改めて自分の食
習慣を振り返り、問題点がある場合は改善してみましょう。

　　　あなたの食生活を

　　　　　見直してみましょう

食生活

★ 

チ
ェ
ッ
ク
項
目 

★

□
朝
食
を
抜
く
こ
と
が
多
い
➡
①
へ

□�

満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
て
し
ま
う

➡
②
へ

□�

外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
食
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
が
多
い
➡
③
へ

□�

油
っ
こ
い
も
の
や
味
の
濃
い
も
の

が
好
き
➡
④
へ

□�

間
食
や
夜
食
を
食
べ
る
こ
と
が
多

い
➡
⑤
へ

□
野
菜
は
あ
ま
り
と
ら
な
い
➡
⑥
へ

◆
あ
な
た
の
食
生
活
の
改
善
策
は
…

間
食
や
夜
食
を
と
れ
ば
、
1
日
の

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
増
え
ま
す
。

特
に
甘
い
物
や
飲
み
物
、
ス
ナ
ッ
ク
類
、

菓
子
パ
ン
な
ど
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
、

食
べ
る
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。
食

べ
る
場
合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
の

10
％
以
下
（
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程

度
）
が
理
想
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表

示
し
て
あ
る
食
品
成
分
表
を
確
認
し
、

野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊せ

ん
い維

な
ど
の
栄
養
素
が

含
ま
れ
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
1

日
に
に
ん
じ
ん
や
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の

緑
黄
色
野
菜
を
１
２
０
ｇ
、
玉
ね
ぎ
や

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
淡
色
野
菜
を
２
３
０

ｇ
、
合
計
３
５
０
ｇ
の
野
菜
（
両
手
の

ひ
ら
い
っ
ぱ
い
に
乗
る
く
ら
い
の
量
）

を
摂
取
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
野

菜
の
摂
取
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ゆ

で
る
・
煮
る
な
ど
火
を
通
し
て
か
さ
を

減
ら
し
て
た
く
さ
ん
食
べ
る
、
具
だ
く

さ
ん
の
汁
物
に
す
る
、
付
け
合
わ
せ
の

野
菜
の
量
を
増
や
す
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
の
パ
タ
ー
ン
は
一
人
ひ

と
り
違
う
も
の
で
す
。
無
理
な

く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

◎
栄
養
相
談
の
ご
案
内

● 

日
時
：
毎
週
月
曜
日　

午
前
8
時
30

分
～
午
前
11
時
30
分

※�

予
約
制
で
す
。
事
前
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

担
当
：
桑
下　
（
内
線�

２
１
９
４
）

朝
食
を
抜
く
と
、
脳
や
体
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
供
給
さ
れ
ず
、
午
前
中
、

集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
体
調
不
良
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝

食
を
と
っ
て
い
な
い
と
昼
食
や
夕
食
で

の
摂
取
量
が
多
く
な
る
傾
向
も
あ
り
ま

す
。
何
も
食
べ
て
い
な
い
人
は
ま
ず
、

お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、
果
物
な
ど
の
食
べ

や
す
い
も
の
を
食
べ
て
、
1
日
を
元
気

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

①
満
腹
に
な
る
ま
で
食
事
を
と
る
人

は
食
べ
過
ぎ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
ま
た
、
早
食
い
も
食
べ
過
ぎ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
よ
く
噛か

ん
で
ゆ
っ
く
り

食
べ
る
と
満
腹
感
が
得
ら
れ
や
す
い
で

す
。
テ
レ
ビ
を
見
る
な
ど
の
“
な
が
ら

食
い
”
も
食
べ
過
ぎ
に
つ
な
が
る
の
で

要
注
意
で
す
。

②

外
食
な
ど
が
中
心
の
食
生
活
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
食
塩
の
摂

取
が
多
く
な
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
意

識
し
て
野
菜
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た

り
、
揚
げ
物
よ
り
も
焼
き
物
や
煮
物
な

ど
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
油
脂
の
多
い
食
事
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
高
く
な
り
ま
す
。
脂
肪
の
多
い

動
物
性
食
品
は
控
え
め
に
し
た
り
、
肉

の
白
い
脂
身
や
皮
を
除
い
て
調
理
す
る
。

天
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
の
衣
を
薄
く
す

る
。
パ
ン
に
塗
る
バ
タ
ー
や
マ
ー
ガ
リ

ン
を
薄
く
す
る
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
お
酢

や
ポ
ン
酢
な
ど
で
薄
め
て
使
う
。
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
は
ノ
ン
オ
イ
ル
に
す
る
。

　

ま
た
、
味
の
濃
い
物
に
は
塩
分
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
塩
分
摂
取
量
を

減
ら
す
た
め
に
か
ん
き
つ
類
や
お
酢
の

酸
味
を
効
か
せ
る
、
し
ょ
う
油
や
ソ
ー

ス
は
小
皿
に
と
っ
て
使
う
、
だ
し
の
う

ま
み
を
き
か
せ
た
り
、
香
味
野
菜
を
利

用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

④⑤

⑥ 食
べ
る
分
だ
け
を
お
皿
に
出
す
な
ど
の

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
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高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
年
々
、
認
知

症
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
者
の
認
知
症

有
病
率
は
、
70
歳
か
ら
徐
々
に
増
加
し
、

5
歳
年
を
取
る
ご
と
に
約
2
倍
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た

（
ほ
っ
と
み
た
け
１
月
号
参
照
）。
認
知
症

は
、
脳
の
老
化
が
主
な
要
因
で
あ
り
、
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
御
嵩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
不
安
を
お

持
ち
の
人
に
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

金
銭
管
理
、
法
的
行
為
な
ど
の
支
援
の
紹

介
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
成
年
後
見
制
度
と
は
…

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

成せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

年
後
見
制
度
に
つ
い
て

地域包括支援センター（健康福祉課高齢福祉係）（内線 2172)

■�

問
い
合
わ
せ
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
内
）　

担
当
：
渡
辺
・
土
本
（
内
線�

２
１
７
２
）

 　

体
操
教
室
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
（
3
月
・
4
月
分
）

◇
御
嵩
公
民
館

●
日
程
：
3
月
4
日（
水
）・
4
月
10
日（
金
）

●
時
間
：
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
老
人
憩
い
の
家
新
館

● 

日
時
：
3
月
9
日
（
月
）　

午
前
9
時

30
分
～
午
前
11
時
／
4
月
13
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
上
之
郷
公
民
館

●
日
程
：
4
月
14
日
（
火
）

●
時
間
：
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

※�

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

な
ど
の
理
由
で
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
成
年
後
見

人
な
ど
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律

的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

「
い
き
い
き
体
操
教
室
」

（
伏
見
地
区
）
参
加
者
募
集
！

　

仲
間
と
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

●�

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人
で
、

　

①�

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人

認知症の親
の不動産を
売りたい

今は大丈夫だけ
ど、将来、認知
症 に な っ た と
き、子どももい
ないので心配…

家族の知らな
い 間 に、 親 が
悪徳商法の被
害にあってい
る

親の面倒をみて
いる子が、親の
財 産 を 無 断 で
使っている

◆
成
年
後
見
制
度
の
種
類

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め

契
約
に
よ
り
決
め
て
お
く
「
任
意
後
見
制

度
」
と
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て

か
ら
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
成
年
後
見
人

な
ど
が
選
ば
れ
る
「
法
定
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
法
定
後
見
制
度
は
本
人
の
能

力
に
応
じ
、「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の

3
つ
の
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
こ
ん
な
と
き
は
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
】

★�

今
は
自
分
で
何
で
も
決
め
ら
れ
る
が
、

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
不
安
で
あ
る
。

➡
公
正
証
書
に
よ
る
「
任
意
後
見
契
約
」

★�

と
き
ど
き
、
物
忘
れ
が
あ
る
の
で
、
自

分
の
代
わ
り
に
し
て
く
れ
た
り
、
間
違
っ

た
と
き
は
教
え
て
ほ
し
い
。

　

➡
「
補
助
」
開
始
の
審
判

★�

し
っ
か
り
し
て
い
る
と
き
も
あ
る
が
、

契
約
な
ど
の
と
き
、
代
わ
り
に
判
断
し

て
く
れ
る
人
が
ほ
し
い
。

　

➡
「
保
佐
」
開
始
の
審
判

★�

し
っ
か
り
し
て
い
る
と
き
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
契
約
な
ど
の
と
き
、
代
わ

り
に
判
断
し
て
く
れ
る
人
が
ほ
し
い
。

　

➡
「
後
見
」
開
始
の
審
判

　

成
年
後
見
人
は
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、

か
つ
本
人
の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
に

配
慮
し
な
が
ら
、
本
人
に
代
わ
っ
て
、
財

産
を
管
理
し
た
り
、
必
要
な
契
約
を
結
ん

だ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保
護
、

支
援
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

�

②�

運
動
を
お
こ
な
う
こ
と
に
身
体
的

支
障
が
な
い
人

　

※
必
要
な
人
に
は
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

●�

日
程
：
毎
週
水
曜
日（
全
12
回
コ
ー
ス
）

　
【
4
月
】
15
日
・
22
日

　
【
5
月
】
13
日
・
20
日
・
27
日

　
【
6
月
】�

3
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

　
【
7
月
】
1
日
・
8
日
・
15
日

●
時
間
：
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

●�

場
所
：
伏
見
公
民
館　

●
参
加
料
：
無
料　

●�

定
員
：
25
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

●
申
込
期
限
：
4
月
3
日
（
金
）

●�

申
込
先
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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  かんちゃん　きょうちゃん
この 2人は、リサイクルを進める
御嵩町の環境キャラクターです。

環境保全課環境整備係（内線 2123）

　

平
成
13
年
4
月
1
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
8
年
が
経
過
し
ま

す
。
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
の
4
品
目
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
4
月
1
日
か

ら
冷
凍
庫
が
対
象
品
目
に
追
加
さ
れ
、
平

成
21
年
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
液
晶
式
テ

レ
ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥

機
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
と

な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
不
燃
金
物
ご
み
や
不
燃
粗

大
ご
み
と
し
て
集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
集
積
所
に
出
す

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　　

こ
れ
ら
を
処
分
す
る
場
合
は
…

①
小
売
店
に
依
頼
す
る
※

御
嵩
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
が
れ
き
処
分
場
）

建
設
に
伴
う
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の

縦じ
ゅ
う
ら
ん

覧
の
お
知
ら
せ

②
町
の
指
定
し
て
い
る
業
者
に
依
頼
す
る
※

　

※�

①
、
②
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

と
運
送
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
自
分
で
指
定
引
取
場
所
に
搬
入
す
る

　

�

自
分
で
処
理
を
さ
れ
る
場
合
は
、
郵
便

局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
て
、
直

接
、
次
の
場
所
に
搬
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

☆
搬
入
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
：

　

○�

大
脇
商
店
（
美
濃
加
茂
市
前
平
町
1

番
地
72
）　

電
話�

２
６
・
３
２
１
５

　

○�

東
海
西
濃
運
輸
㈱
土
岐
支
店
（
土
岐

市
定
林
寺
字
土
居
２
０
０
番
地
１
）

電
話�

０
５
７
２
・
５
５
・
２
１
０
１

4
月
か
ら
は
…

処
分
方
法
は
…

品　　　目 リサイクル料金
エアコン 2,625 円
ブラウン管式テレビ（15型以下） 1,785 円
ブラウン管式テレビ（16型以上） 2,835 円
液晶式、プラズマ式テレビ（15型以下） 1,785 円
液晶式、プラズマ式テレビ（16型以上） 2,835 円
冷蔵庫・冷凍庫（170ℓ以下） 3,780 円
冷蔵庫・冷凍庫（171ℓ以上） 4,830 円
洗濯機 2,520 円
衣類乾燥機 2,520 円

◆ リサイクル料金（税込）◆

※�リサイクル料金は、代表的な金額で表示しています。メー
カーにより異なる場合があります。

　

町
で
は
、
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ

み
た
け
工
業
団
地
東
側
（
下
記

地
図
内
★
印
）
に
町
内
の
家
庭

か
ら
出
る
陶
磁
器
・
瓦

か
わ
ら

・
レ
ン

ガ
な
ど
を
処
分
す
る
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
（
が
れ
き
処

分
場
）
の
建
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
こ
の
建
設
に
伴
い
、
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を

縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
の
設
置
に
関
し
、

利
害
関
係
を
有
す
る
人
は
、
生

活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら

の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 
縦
覧
期
間
：
3
月
2
日
（
月
）

～
31
日
（
火
）

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

● 

縦
覧
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分

● 

縦
覧
場
所
：
環
境
保
全
課
、
上
之
郷
・

中
・
伏
見
出
張
所

● 

意
見
書
提
出
期
限
：
4
月
14
日
（
火
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
環
境
保
全
課
環
境
整

備
係　

担
当
：
加
藤
・
小
池
（
内
線�

２
１
２
３
）

グリーンテクノみたけ
工業団地

南山台

みたけの森

★
ゴルフ場

ゴルフ場

川南

宿

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

　

対
象
品
目
が
増
え
ま
す
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住民協働課まちづくり推進係（内線 2102）

自分らしさを
実現できる町

御嵩町男女共同参画懇話会

「固定的性別役割分担意識」について

　内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調
査」（平成 19年 9月 29日公表）によると、「夫
（男）は仕事、妻（女）は家庭」という、いわゆ
る固定的性別役割分担に反対する人の割合が初
めて過半数を超えました。
　全国の 20 歳以上の男女を対象に、夫は外で
働き、妻は家庭を守るべきか聞いたところ、昭
和 54 年調査では賛成の割合が 7割を超えまし
たが、平成 16 年調査で初めて反対が賛成を上
回り、今回調査では、反対は 52.1％、賛成は
44.8％となり、男女の役割分担を固定的に考え
る傾向に変化がみられることがわかりました。
　今回の結果を男女別にみると、女性はこの考
えに反対する人のほうが半数を超えている（反
対 56.9％、賛成 39.8％）のに対し、男性は
逆にこの考え方に賛成する人のほうがわずか
ながら半数を超える結果（賛成 50.7％、反対
46.2％）となっています。
　また、年齢別にみると、この考えに賛成する人
は 60歳〜 69歳（賛成 50.0％、反対 48.3％）、
70歳以上（賛成 56.9％、反対 37.7％）となっ
ており、そのほかの年齢では反対と、世代によ
る差が大きいことがわかりました。

■ 問い合わせ：住民協働課まちづくり推進係　
担当：植松（内線�2102）

図 1  固定的性別役割分担意識
　　（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである）
　　【参考】 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平

成 19年 9月 29日公表）

6.1 27.028.735.2 2.9

6.5 25.033.032.3 3.2

6.3 30.828.431.0 3.6

10.0 25.032.330.0 2.6

19.9 21.426.930.1 1.6

26.7 14.423.330.2 5.4

20〜29歳

30〜39歳

40〜49歳

50〜59歳

60〜69歳

70 歳以上

12.0 26.230.727.8 3.2

15.9 20.026.234.8 3.1

女　性

男　性

（単位　％）

＜経年比較＞

＜男女比較（平成 19 年調査内訳）＞

＜年齢比較＞

31.8 4.316.140.8 7.1

14.8 20.027.032.1 6.1

12.7 21.527.432.5 5.9

13.8 23.428.731.0 3.2

昭和 54年

平成 14年

平成 16年

平成 19年

賛成
わから
な い・
無回答

反対
どちらか
といえば

賛成

どちらか
といえば

反対

環境保全課環境整備係（内線 2123）

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
エ
コ
生
活

★ 
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、

　
　
　
　

省
包
装
の
野
菜
を
選
ぶ

　

↓  
年
間
約
58
㎏
の
二
酸
化
炭

素
の
削
減
、
資
源
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

○�

ト
レ
ー
や
ラ
ッ
プ
は
家
に
帰
れ

ば
、
す
ぐ
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
買
い
物
袋

を
持
ち
歩
け
ば
、

レ
ジ
袋
を
減
ら
せ

ま
す
。

　

毎
月
掲
載
し
て
い
ま
し
た
「
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
エ
コ
生
活
」で
す
が
、

今
月
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
取
り
組
み
内
容
は
ほ
か
に
も
あ

り
、
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
：http://w

w
w
.jccca.

org/

）
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
小

さ
い
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
で
結
構
で
す
。
今
後
と
も
、

省
エ
ネ
を
心
が
け
た
生
活
を
お
願
い

し
ま
す
。
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●消費者相談　　　　　18 日（水）
時間：午後 1時 30分〜午後 4時

（1 人 30 分の予約制です）

場所：役場北庁舎 2階会議室

●行政相談　　　　　  24 日（火）
時間：午前 9時 30分〜正午
場所：役場北庁舎 2階第 3研修室

●法律相談　　　　　  27 日（金）

時間：午後 3時〜午後 5時
（午後 4 時までに受付をしてください）

　　　�午後 6時〜午後 7時
（午後 6 時以降の部は前日までに予約が必要）

場所：役場北庁舎 2階会議室

●くらしの相談　　　 24 日（火）
時間：午前 9時 30分〜正午
場所：役場北庁舎 2階第 3研修室

ＭＩＴＡＫＥ　ＴＯＷＮ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

3 月の相談日

ご み
収 集

　3 月・4 月の不燃ごみ（金物類・
ガラス類）、粗大ごみ（可燃・不燃）
の収集日をお知らせします。

　各地区分別収集日
※ 収集時間については、朝方の約１時間

程度です（例：午前７時～午前８時）。
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷 3 月 5 日（木）
4 月 9 日（木）

御　嵩 3 月 4 日（水）
4 月 8 日（水）

中 3 月 6 日（金）
4 月 10 日（金）

伏　見 3 月 3 日（火）
4 月 7 日（火）

収集地区 分別収集日

上之郷 3 月 1 日（日）
4 月 5 日（日）

御　嵩 3 月 8 日（日）
4 月 12 日（日）

中 3 月 15 日（日）
4 月 19 日（日）

伏　見 3 月 22 日（日）
4 月 26 日（日）

●教育相談（不登校・いじめなど）
毎週月～金曜日（祝日を除く）

時間：午前 10時〜午後 3時
場所：オアシス教室（中公民館内）

●臨床心理士による
カウンセリング（予約制）

毎週水曜日（祝日を除く）
対象：小中学生および保護者
時間：午前 9時〜午後 4時
場所：中公民館 2階
申込先：各小中学校・オアシス教室

社会福祉協議会（☎ 67-6710）

住民協働課（内線 2103）

●障がい者相談　　　3 月：なし
　　　※ 4 月の相談日･･･ 6 日（月）
時間：午後 1時〜午後 4時
（電話相談も可。電話 68-0611）
場所：あゆみ館

●人権相談 　　　　  19 日（木）

時間：午後 1時〜午後 4時
場所： みたけ会館

社会福祉課（内線 2114）

 生活学校
リサイクルステーション
3 月の開催日：1 日（日）
4 月の開催日：5 日（日）

時間：午前 9時〜午前 11時
場所：役場駐車場

保健センター（内線 2193）

●精神保健福祉相談（予約制）
2 日（月）

※ 4 月の相談日･･･ 6 日（月）
時間：午後1時 30分〜午後3時 30分
場所：保健センター

●いきいき健康相談
毎週月曜日（祝日を除く）

時間：午前8時 30分〜午前11時 30分
場所：保健センター　　　

オアシス教室（☎ 67-7380）

交
故
通

事
交通事故巡回相談

　県では、毎月第 2金曜日に「交
通事故巡回相談」をおこないます。
秘密は固く守りますので、気軽に
ご相談ください。
● 日時：4 月 10日（金）
　午前 10時〜午後 3時
●�場所：可茂総合庁舎（美濃加茂
市古井町下古井大脇 2610-1）
◎�多治見市役所（多治見市日ノ出
町 2-15）でも、毎月第 1・第 3
木曜日に相談をおこないます。

●相談料：無料
※�完全予約制です。前日までに申
し込みください。予約がなかっ
た場合は開催されません。

■ 申込先および相談先：県民生活相
　談センター　電話�058-277-1001
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INFORMATION

◇納期限は 3 月 31 日（火）です。

○国民健康保険税　　　　12期分
○後期高齢者医療保険料　��9 期分
○介護保険料　　　　　��　3月分
○上下水道使用料　　　　��2 月分
　　　　������（口座振替日　25日）
○保育料　　　　　　��　　3月分
○町営住宅家賃　　��　　　3月分

納
限
期

納期限、お忘れなく！

　可児地区の 3月の祝日に診療可
能な歯科は、次のとおりです。
●  3 月 20 日（金）：太田歯科医院
可児市兼山　電話�59-2777

※�必ず電話をしてからお出かけください。
■問い合わせ：保健センター

（内線�2193）

休
科
日

歯
休日歯科診療当番医

献
血
献血にご協力を！

●日程：4 月 8日（水）
● 場所：中公民館（午前 10時〜午
前 11 時 15 分）／保健センター
（午後 2時 30分〜午後 4時）

■問い合わせ：保健センター
　担当：篭橋（内線�2192）

ゴ
フ
ル

　町ゴルフ連盟では、会員を募集
しています。会員相互の親睦と健
康維持を目的として、年 6回程度
のゴルフコンペをおこなっていま
す。ぜひ、一緒にゴルフを楽しみ
ましょう。
● 対象：原則として、町内在住・
在勤の人（入会後、当初の 2回
はオープン参加とします）

●会費：5,000 円（商品代、事務費）
● 応募方法：申込書をめぐみの農
業協同組合中支店に提出のうえ、
会費を振り込んでください（申
込書はめぐみの農業協同組合中
支店にあります）。

●応募期限：3 月 31日（火）
■ 問い合わせ：御嵩町ゴルフ連盟
担当：木村　電話�67-3113
　または西川　電話�67-3666

町ゴルフ連盟会員募集！

年度末・年度始めの日曜窓口を開設します

　町では、町民のみなさんの転入や転出による異動の時期を迎えるにあたり、
次のとおり日曜窓口を開設します。
●日時：3 月 29日（日）、4月 5日（日）午前 8時 30分〜午後 5時 15分
●日曜窓口をおこなう担当課と業務内容：

【注意事項】
○�来庁する際には、身分を証
明できるもの（運転免許証、
保険証など）と印鑑を持参
してください。
○�水道に関する手続きにあ
たっては、異動者本人およ
び所有者（借家の場合は大
家さん）の署名・認印が必
要となります。事前に申請
用紙を取得して記入のう
え、来庁してください。
※ �4 月 1日から課の名称が変
わります（カッコ内名称）。■問い合わせ：住民協働課住民係　担当：後藤（内線�2104）

日曜窓口
担当課 係名 業務内容

住民協働課
（住民環境課）

住民係
�戸籍 ､住民票 ､印鑑証明などの発行
�転入および転出などの異動の手続き

国保年金係
（保険長寿課）

�国保の新規加入や脱退などの手続き
�年金の手続き

社会福祉課
（福祉課）

児童福祉係
�児童手当などの異動の受付
�保育園入園などの受付

社会福祉係 �福祉医療の受付

上下水道課 水道係
�給水開始の手続き
�給水休止の手続き
�給水異動届の受理

教育課
（学校教育課）

学校教育係 �学齢児童生徒の転入時の入学通知書の交付

3月 1日（日）〜 7日（土）は
「春の火災予防運動」実施期間です

◎「火のしまつ　
君がしなくて　誰がする」
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グリーンテクノみたけ従業員募集

求
内
人

案

《株式会社すかいらーく》
● 採用区分：パート・アルバイト　　● 募集人員：30 名　
● 職種：食品の製造および配送（仕分け作業）、食堂スタッフ、清掃スタッフ
● 勤務時間：午前 5時〜午後 6時の間で 4時間以上
　　　　　　（食堂スタッフは午前 9時〜午後 4時頃の勤務）
　※週 2日以上勤務可能な人
　※午前 9時から出勤の場合、送迎あり（名鉄御嵩駅）
● 申込方法：直接電話で問い合わせ
（注）面接時の手の検査により、採用できない場合があります。
■ 問い合わせ：㈱すかいらーく岐阜ＭＤセンター　採用係　担当：津

つばた

幡
　�〒 505-0116　御嵩町御嵩 2188-56　電話 68-0186

予備自衛官補および幹部候補生募集

自
官
衛

● 業務内容：プール監視、館内の
清掃、受付など

● 期間：5 月 20日〜 9月 30日
● 時間：午前8時 30分〜午後5時
　※ �7 月・8 月については夜間の

部があり、午後9時30分まで。
ただし、午前 ･ 午後・夜間の
3部で組み合わせをします。

● 採用条件：18 歳以上（高校生を
除く）で、プール監視業務ので
きる健康な人。面談終了後、普
通救命講習を受講した人。性別
は問いません。

●募集人員：15 名程度
●賃金：時給 824円
● 応募方法：履歴書（写真添付）に
住民票を添えて、B&G海洋セン
ターへ直接申し込みください。

●応募期限：4 月 30日（木）
■ 応募先および問い合わせ：B&G
海洋センター　担当：竹村　　
電話�67-5196

監
員
視

B&G プール監視員
アルバイト募集

※年齢は、平成 21年 4月 1日現在とする。
■ 応募先および問い合わせ：自衛隊美濃加茂地域事務所　電話�25-7495

　防衛省では、予備自衛官補および幹部候補生を募集しています。

募集種目 応募資格 受付期間 試験日 試験会場

予
備
自
衛
官
補

一般公募 18歳以上 34歳未満の者 4月 13日（月）
まで

（締切日必着）

4月18日（土）・
19日（日）・20
日（月）のいず
れか1日

岐阜基地
（各務原市）

技術公募 保有技能に応じ、
18歳以上 55歳未満の者

伊丹駐屯地
（兵庫県伊丹市）

幹
部
候
補
生

一般・技術（飛行・
音楽要員を含む）

22歳以上 26歳未満の者
◎�修士学位取得者は28歳未満の者

4月 1日（水）
〜 5月 12日（火）
（締切日必着）

5月 16日（土）
（飛行要員：5
月 17 日（日）
操縦適性検査）

岐阜基地
（各務原市）

歯科 20歳以上 30歳未満の者
◎�専門の大学卒業者（見込み含む）

薬剤科 20歳以上 26歳未満の者
◎�専門の大学卒業者（見込み含む）

★ 可茂公設市場一般開放 ★
　可茂公設市場では、みなさんに市場に親しんで
いただくため、市場を特別に開放し、青果物など
を販売します。
● 日時：3 月 7日（土）　午前 10時〜午後 2時
　　　　3月 8日（日）　午前 9時〜午後 2時
● 場所：可茂公設市場（可児市川合 636）
■ 問い合わせ：可茂公設地方卸売市場組合　
　電話�62-7711
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INFORMATION

★★ 3 月の予定★★
中児童館　　67-0400　  伏見児童館　　67-3625

子育て支援センター

中児童館
5 日（木）ひよこタイム（リズムあそび）午前10時30分
7 日（土）ガラス絵かき＆避難訓練＆じゃがいもを植
　　　　　　えよう　　　　　　　　　午後 1時 30分
12日（木）ひよこタイム（記念制作）　午前 10時 30分
　　　　　　●持ち物：お子さんの写真
14日（土）クッキー作り　�　　　　　午後 1時 30分
19日（木）ひよこタイム（大きくなったお祝い会）

午前 10時 30分
21日（土）春のお楽しみ会　　　　　　午後 1時 30分
★閉館日：31 日（火）

◎ 育児相談　月〜金曜日（午前 9時〜午後 5時）
　子育てについて、不安はありませんか？
　気軽にお出かけください。電話もお待ちしています。

★★“子育ておしゃべりタイム”へのお誘い ★★
　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援
センターへ来ませんか？一緒におしゃべりしたり、
子どもと遊びながらストレスを発散しましょう。 
◆日時：毎週月曜日　午前 10時〜午前 11時 30分

★“おはなしの広場”に来てね ★
　紙芝居や絵本に親しみ、情緒豊かに育てましょう。
貸し出しもおこなっています。
� ◆日程：3月 11日（水）・4月15日（水）
� ◆時間：午前 10時 30分〜午前 11時 30分

4 月の予定
◎ 13 日： 保健師の話

身体測定
◎ 20 日：玉入れごっこ
◎ 27 日：こいのぼり作り

3 月の予定
◎ 2 日： ひなまつり会
◎ 9 日：栄養士の話

身体測定
◎ 16 日：記念制作
　　　　　持ち物：写真
◎ 23 日：お別れ運動会

申

参

申

参･･･要申込 ･･･要参加料

★ 親子教室のご案内（会員制）★
◆コース：りんごコース（2歳児）
　　3月 10日（火）、13日（金）閉級式

ぽっぽかん
67-5221

申

参

開館時間：午前 10 時～午後 5 時

開館時間：
午前 9 時～午後 5 時

申

参

申

参

申

参

「鬼のお面をつくったよ！」

　2 月 3 日は節分の
日。折り紙をビリビリ
ちぎりながら、鬼のお
面を作ったよ。青鬼、
赤鬼、いろんな顔がで
きたね。（中児童館）※  3 月・4 月の園庭開放「あそびの広場」・巡回子育て

相談はお休みします。

★ 平成 21 年度親子教室の会員募集（会員制）★
　「同年齢のお友だちと遊ばせたい」「子どもとど
う関わっていいかわからない」などと思っている
人はいませんか？親子教室は同年齢の親子が一緒
に遊びながら楽しく学べる交流の場です。ぜひ誘
い合わせて参加してください。
◆会費：無料
◆対象：未就園児の親子
◆コース：さくらんぼコース（0,1 歳児）年 5回
　　　　　りんごコース（2歳児）年 6回
◆内容：リトミック、人形劇など
◆申込期限：4 月 30日（木）
◆申込先および問い合わせ：子育て支援センター

伏見児童館
4 日（水）ひよこタイム（記念制作）　午前 10時 30分
　　　　　　●持ち物：お子さんの写真
7日（土）避難訓練＆ドッジボール　　午後 1時 30分
14日（土）手作りを楽しもう　　　　　午後 1時 30分
18日（水）ひよこタイム（大きくなったお祝い会）

午前 10時 30分
21日（土）春のお楽しみ会　　　　　　午後 1時 30分
★閉館日：31 日（火）

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

中・伏見児童館合同行事
31 日（火）じどうかん春休みお楽しみ劇場　　　　　
　●時間：開演�午後 1時 30分（開場は午後 1時 15分）
　●場所：中公民館 3階　●参加料：100 円（3歳以上）
　●�内容：劇団「なんじゃもんじゃ」による「あそぼ」と「た

まごとおじさん」
※ 3月 2日（月）から児童館でチケットを販売します。

申

参

申

参
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平成 21年 1月分
（受付）敬称略

　死亡者名���������死亡年齢�������自治会名������������喪主氏名

籠橋みい��86 歳（大 庭）籠橋良平

伊左治はるゑ��89 歳（西 之 門）伊左治進

金子みき��95 歳（長 瀬）金子利勝

洞谷乙女��85 歳（中 町）洞谷　巳

髙木十寸一��87 歳（新 町）髙木つな子

伊藤花子��86 歳（大 庭）伊藤一歳

奥村ハナ��89 歳（城 町）奥村隆史

溝口千世子��74 歳（西 之 門）溝口信義

伊藤タカヱ��94 歳（高 倉）伊藤　実

伊左治よう��97 歳（新 木 野）伊左治健次

羽賀富士夫��59 歳（若宮町１）羽賀健太郎

吉村とし子��82 歳（十日市場）吉村千加子

佐藤しな��100 歳（野 崎）佐藤　進

鍵谷　功��82 歳（北 切）鍵谷美智代

お悔やみ
　申し上げます

ご結婚
　　おめでとう

　����婚姻者名　　　���住　　所

　中島卓巳（北 屋 敷）
　吉井智美（滋 賀 県）

　高山雄輔（城 町）
　安藤奈穂子（可 児 市）

（
（

●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
● 日時：3 月 24日（火）
　午前10時30分〜午前11時30分
●場所：おはなしのへや

◆ キッズ・シアター（ビデオ上映）
「キタキツネ物語」

●日時：3 月 21日（土）
　午後 2時〜午後 4時
●場所：1 階研修室

◆ 中山道みたけ館ミニコンサート
　「午後のくつろぎコンサート」
　玉

たまき

木鶯
おうどう

洞さんを迎え、中国の伝統
楽器である「二

に こ

胡」の音色をお楽し
みください。
●日時：3 月 21日（土）
　午後 2時〜午後 3時
●場所：2 階ホール　※入場無料

◆ 竹屋資料館ミニ展示　
　「郷土館図録展」

～郷土館図録を紹介して～

★ ★　3 月の予定　★ ★

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「ぼくたち、わたしたちの
　　　　　　　　　学校自慢展」
　町内の小中学校の校長先生の
メッセージや学校の自慢のポイン
トなどを紹介しています。
●期間：3 月 26日（木）まで
●場所：1 階エントランスホール

◆ わくわくたいむ（おはなしかい）
● 日時：3 月 7日（土）、14日（土）、
28日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分

開
館
時
間

中 山 道
み た け 館

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

　　　：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝祭日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
　http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎（0574）67-7500
竹屋資料館　　 ☎（0574）67-5704

●期間：3 月 14日（土）〜 28日（土）
●場所：竹屋資料館

◆  竹屋資料館 6 周年行事
　「お茶会」
●日時：3 月 29日（日）
　午前 10時〜午後 2時
●場所：竹屋資料館　茶室
●協力：御嵩町茶華道連盟
※�呈茶券は、竹屋資料館にて販売
しています（1枚 300 円）。

　「ちらし寿司・五平餅販売」
●日時：3 月 29日（日）
　午前 10時〜
●場所：竹屋資料館　西駐車場
●協力：農家生活改善グループ

3 月の休館日3 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

2 日（月）、9 日（月）、16 日（月）、
17 日（火）、23 日（月）、27 日（金）、
30 日（月）

お誕生
　　おめでとう

������出生児名�����������自治会名���������保護者名

中
なかしま

島綺
あ や か

花（ 里 ）

森
もりなが

永あみ（城 町）

鳥
とりえだ

枝直
な お き

希（大 庭）

大
おおたに

谷直
な お き

己（春 日 町）

渡
わたなべ

邉日
ひ ま り

葵（南山台東）

伊
い さ じ

佐治梨
り こ

子（大 庭）

猿
さるわたり

渡みおり（長 瀬）

山
やまなか

中結
ゆ き な

紀奈（大 庭）

渡
わたなべ

邉栞
し お り

理（古 屋 敷）

長
は せ が わ

谷川彩
さ な

奈（顔 戸 北）

安
あんどう

藤結
ゆ い な

菜（井 尻）

康　貴
裕　子
光　亮
祐　子

真二郎
圭　子
博　文
　薫

裕　司
幸　子

孝　一
さおり
一　穂
佐知江

亮　太
里　奈

一　直
小百合
祐　一
諭　美
竜　則
有　美

������出生児名�����������自治会名���������保護者名

小
こ い け

池和
かずひろ

裕（大 庭）

金
か ね こ

子稜
りょうた

汰（長 瀬）

黒
くろかわ

川紗
さ こ

瑚（稲 荷 台）

平
ひ ら い

井麻
ま ゆ

結（伏 見 台）

春
か す が

日美
み さ と

聖（長 岡）

渡
わたなべ

邉芹
せ り な

菜（栢 森）

洋　弥
真　実
明　資
美　樹

譲　治
真　希
博　則
玲　子

哲　男
政　美

　剛　
通　世
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授
業
料
の
倍
額
近
い
値
上
げ
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
少
子
化
対
策
が

な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
厚

生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
に
は
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
・
保
育
・
教
育
を
同

一
線
上
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

　
　

親
と
し
て

　

昨
年
の
夏
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
「
モ

ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」が
放
送
さ
れ
、

見
ら
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
も
ビ
デ
オ
も
含
め
、
全
話
を
見
ま
し

た
。
私
の
驚
き
は
、
そ
の
内
容
の
6
割

以
上
が
、
こ
の
御
嵩
町
の
教
育
現
場
で

発
生
し
て
い
る
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
問
題
に
都
市
も
田
舎
も
な
い

の
か
、
御
嵩
が
都
市
化
し
て
い
る
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
の
な
か
、

「
親
バ
カ
」
に
な
る
の
は
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
し
、
む
し
ろ
、
当
然
の
こ
と
と
も

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
言
葉
の
上

下
が
逆
に
な
り
、「
バ
カ
親
」
に
な
っ

て
は
困
り
ま
す
。
ま
た
、
意
味
の
確
認

を
怠

お
こ
た

っ
て
い
る
言
葉
に
、『
叱し

か

る
』
と

『
怒お

こ

る
』が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。『
叱

る
』
こ
と
は
愛
情
が
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
が
、『
怒
る
』
こ
と
は
愛
情
な
ど

な
く
て
も
感
情
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で

す
。
賢

か
し
こ
い
親
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
御
嵩
町
長　

渡
辺
公
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
月
9
日
執
筆

る
も
の
を
作
っ
て
い
る
人
に
思
い
を
馳は

せ
る
か
否
か
が
問
題
な
の
で
す
。
富
裕

層
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
食
品
で
は
安

心
で
き
ず
、
産
地
や
生
産
者
に
こ
だ
わ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
恩
恵
を
受
け

て
い
な
い
層
が
、
安
全
性
を
犠
牲
に

廉れ
ん
か価
な
輸
入
食
品
で
食
を
満
た
し
て
い

る
現
実
は
、
矛む

じ
ゅ
ん盾
以
外
の
何
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
高
級
車
と
い
え
ど
、
ボ

ル
ト
1
本
1
本
を
作
る
人
が
い
て
こ
そ

動
く
の
で
す
し
、
年
老
い
て
介
護
が
必

要
と
な
れ
ば
、
誰
で
も
『
人
』
に
依
存

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

有
能
、
無
能
の
関
係
で
は
な
く
、
た
だ

の
役
割
分
担
な
の
で
す
。
御
嵩
の
子
ど

も
に
は
、
こ
う
し
た
物
事
の
本
質
を
理

解
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

少
子
化

　

と
か
く
行
政
は
縦
割
り
と
批
判
さ
れ

ま
す
が
、
少
子
化
対
策
も
そ
の
典
型
例

と
い
え
ま
す
。
私
た
ち
が
家
族
計
画
す

る
と
き
、
子
ど
も
が
社
会
に
巣
立
つ
ま

で
を
子
育
て
と
位
置
づ
け
て
い
る
は
ず

で
す
。
最
近
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
、「
子

ど
も
は
手
が
か
か
ら
な
く
な
る
と
お
金

が
か
か
る
」
と
い
っ
て
い
る
と
お
り
で

す
。
し
か
し
、
国
の
施
策
は
厚
生
労
働

省
の
少
子
化
対
策
が
基
本
で
す
か
ら
、

自お
の

ず
と
乳
幼
児
や
児
童
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
で
、
文
部

科
学
省
で
は
、
国
立
大
学
の
法
人
化
や

　
　

次
世
代
へ

　

日
々
、
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
る
経
済
状

況
の
悪
化
は
先
の
展
望
も
な
く
、
い
さ

さ
か
食し

ょ
く
し
ょ
う
ぎ
み

傷
気
味
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
み
な
ら
ず
、

既き
せ
い成

の
企
業
も
次
世
代
に
通
じ
る
産
業

構
造
の
構
築
や
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
必
要
に
迫
ら
れ
た

と
き
、
人
間
は
思
わ
ぬ
力
や
知
恵
を
発

揮
す
る
も
の
で
、
今
回
の
景
気
の
悪
化

は
、
資
本
主
義
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す

契
機
と
な
り
得
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
2
大
政
策
は
環
境
と
教
育
で
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
お
伝
え
し
て
い
る

と
お
り
で
す
。
考
え
方
を
シ
ン
プ
ル
に

す
れ
ば
、子
育
て
の
し
や
す
い
『
ま
ち
』

は
、
大
人
に
も
、
お
年
寄
り
に
も
、
障

が
い
を
持
つ
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
と

考
え
る
か
ら
で
す
。
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に

明
け
暮
れ
、
別
世
界
で
生
き
よ
う
と
す

る
モ
ン
ス
タ
ー
を
生
ん
だ
の
も
教
育
の

責
任
と
い
え
ま
す
。

　

本
来
、
経
済
と
は
、『
物
』
が
介
在

し
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
物

と
は
、「
発
想
す
る
人
」「
造
る
人
」「
売

る
人
」
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
た

ち
が
手
に
す
る
の
で
す
。
株
価
と
は
、

そ
の
結
果
の
評
価
で
あ
る
べ
き
で
、
投

資
家
の
思
惑
で
上
下
さ
せ
る
べ
き
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
富ふ

ゆ
う
そ
う

裕
層
は
、
さ
ぞ

高
級
で
良
い
も
の
を
食
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
際
、
今
、
食
し
て
い

町 長 月 記 ⑥

★水源林整備活動に関する協定の調印
　平成 19年から上之郷地区の町有林を活動
フィールドとして、間伐や枝打ち、不要木
の除去などの森林整備活動をおこなってい

る名古屋市のＮＰＯ法人「みたけ・500 万人の木曽川水トラスト」
（由

ゆ い

井滋
しげる

代表）と活動期間（3年間）を延長するため、協定の調印
をしました。この協定により、町が活動フィールドとして町有林を
提供し、同法人が名古屋市民などから広く参加者を募り、水源林の
整備をおこなっていきます。（1月 30日）



【作り方】
①�ミソネーズの材料を全部ボールに入れ、混ぜ合
わせておく。

②鮭に酒と塩を振っておく。
③�フライパンに油をひき、②の鮭を並べて焼く。
片面が焼けたら裏返して、両面を焼く。

④�鮭に火が通ったら、ミソネーズを鮭の身にかけ、
フライパンにふたをしたら、火を弱め、ミソネー
ズが少し焦げるまで焼いたらできあがり。

【１人分の栄養価】

★ワンポイントメモ★・いわしは栄養価が高い上にヘルシーな食品なので、もっと食卓に多く登場させたい食品です。コレステロールや中性脂肪を減らす成分が多く含まれています。
・今回は臭みを取るために、にんにくやハーブをまぶしてフライにしました。

 

町の人口と世帯（2009.2.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,673 人（－ 18）

　　　 男　 9,680 人（－ 9）

　　　 女　 9,993 人（－ 9）

　　 世帯  6,788 世帯（－ 4)
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表　

紙　

か　

ら

　

学
校
給
食
週
間
中
の
1
月
29

日
（
木
）
に
御
嵩
小
学
校
で
、

地
場
産
の
米
や
野
菜
の
生
産
者

や
関
係
者
の
み
な
さ
ん
を
招
き
、

給
食
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
「
ふ

れ
あ
い
給
食
」
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で

は
、
給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
生

産
者
に
質
問
を
し
た
り
、
歌
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
り
し
て
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ご

は
ん
の
味
が
い
つ
も
と
ち
が
う

こ
と
に
気
づ
き
、「
お
い
し
い
」

と
い
っ
て
残
さ
ず
食
べ
て
い
ま

し
た
。
み
そ
汁
や
ご
ま
あ
え
も
、

お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

※�

献
立
は
、
上
記
の
「
ほ
っ
と

シ
ョ
ッ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【材料】（5人分）
鮭 5切
酒・塩 少々
ミソネーズ材料
　白みそ 大さじ 1.5
　マヨネーズ 50ｇ
　砂糖 大さじ 3
　しょうゆ 大さじ 1
　酢 大さじ 1
　ねり辛子 少々

今月の健康料理 「鮭
さけ

のミソネーズ焼き」

★ワンポイントメモ★　野菜を添えて、一緒にミソネーズをかけて焼くと一品料理としてボリュームもでて、おいしいですよ。また、今回は鮭を使って紹介をしましたが、ほかにも白身の魚を使ったり、さまざまな食材とも相性のよいタレなので、いろいろな料理に使ってみてください。

■レシピ提供：給食センター　電話 67-0238　

エネルギー たんぱく質 脂質 塩分
122kcal 11.7g 6.4mg 0.7g

　当日の献立は、ごはん、みそ汁、ぶりのてり
やき、ごまあえ、りんご、牛乳でした。　
　ごはんは、御嵩町産の米「はつしも」で
伊
い さ じ

佐治和
かずひろ

弘さん（大庭）が子どもたちのために
提供されたもの。みそ汁のみそは、農家生活改
善グループのみなさんが御嵩町産の大豆と米か
ら作られたもの。みそ汁とごまあえには、町内
の学校給食に野菜を納入するグループ「美菜会」
の里芋、だいこん、はくさい、ほうれん草など
がたっぷり入っており、地場産物を多く使った
御嵩町ならではの献立でした。
※下記の「表紙から」もご覧ください。

▲��いつもおいしい給食、ありがとう
ございます！

【「ふれあい給食」で地場産物に舌
したつづみ

鼓！】
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